










　全学共通科目（令和８年度入学生）

必修 選択

哲学概論 1 2 人文科学系から２単位以上必要
倫理学概論 1 2
歴史学概論 1 2
文学概論 1 2
心理学概論 1 2
文化人類学概論 1 2
芸術学 1 2
宗教学 1 2
論理学 1 2
教育学 1 2
法学概論 1 2 社会科学系から２単位以上必要
政治学概論 1 2
経済学概論 1 2
経営学概論 1 2
社会学概論 1 2
地理学概論 1 2
日本国憲法（憲法学） 1 2
政策科学 1 2
国際関係学 1 2
社会福祉学 1 2
生命科学概論 1 2 自然科学系から２単位以上必要
物質科学概論 1 2
環境学概論 1 2
地球科学概論 1 2
科学史概論 1 2
統計学 1 2
生命倫理学 2 2
生態学 1 2

別表第１（第５条関係）
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－ 146 －



必修 選択

基礎ゼミナール 2 2

学際ゼミナール 1 2

国際社会学概論 1 2 県大特色系から２単位以上必要
地域社会学概論 1 2
防災学概論 1 2
博物学概論 1 2
地方自治学概論 1 2
情報セキュリティ科学 1 2
医療工学 1 2
放射光科学 1 2
宇宙科学 1 2
園芸学 1 2
リーダーシップ概論 1 2

健康・スポーツ科学演習１ 1 1

健康・スポーツ科学演習２ 1 1

健康・スポーツ科学概論 1 2

栄養学概論 1 2

Academic English 1 1 1
Academic English 2 1 1
Practical English  1 1 1
Practical English  2 1 1
English Communication 1 1 1
English Communication 2 1 1
フランス語 1 1 1
フランス語 2 1 1
ドイツ語 1 1 1
ドイツ語 2 1 1
中国語 1 1 1
中国語 2 1 1
韓国・朝鮮語 1 1 1
韓国・朝鮮語 2 1 1

情
報
教
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科
目
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報
系

データサイエンス入門 1 2

10単位以上

28単位以上

必要単位数を設定していない選択科目と、必要単位数を超えて修
得した選択科目の合計単位数

卒業所要単位
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区分 授業科目

　　修得しなければならない。

　・「外国語教育科目」の「英語」のうち「Academic English 1・2」「Practical English 1・2」

　「English Communication 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語（６科目）は全て修得しなければならない。

　・「人文科学系」「社会科学系」「自然科学系」「県大特色系」の各分野からそれぞれ２単位以上

　全学共通科目（令和８年度入学生）

必修 選択

哲学概論 1 2 人文科学系から２単位以上必要
倫理学概論 1 2
歴史学概論 1 2
文学概論 1 2
心理学概論 1 2
文化人類学概論 1 2
芸術学 1 2
宗教学 1 2
論理学 1 2
教育学 1 2
法学概論 1 2 社会科学系から２単位以上必要
政治学概論 1 2
経済学概論 1 2
経営学概論 1 2
社会学概論 1 2
地理学概論 1 2
日本国憲法（憲法学） 1 2
政策科学 1 2
国際関係学 1 2
社会福祉学 1 2
生命科学概論 1 2 自然科学系から２単位以上必要
物質科学概論 1 2
環境学概論 1 2
地球科学概論 1 2
科学史概論 1 2
統計学 1 2
生命倫理学 2 2
生態学 1 2
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　全学共通科目（令和７年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1 2025年度以降入学生履修不可

科学技術英語１ 2～4 1 2025年度以降入学生履修不可

科学技術英語２ 2～4 1 2025年度以降入学生履修不可

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉
グローバルリーダー教育プログラム
※英語選択必修6単位には含まない

英語実習 1 1 GLEP必修

英語表現 1 1 GLEP必修

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2 2025年度以降入学生履修不可

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

暮らしと道具 1 2
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基礎ゼミナール
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必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2 2025年度以降入学生履修不可

日本国憲法 1 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

一般有機化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2 2025年度非開講

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2 2025年度以降入学生履修不可

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2 2025年度以降入学生履修不可
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区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次　全学共通科目（令和７年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1 2025年度以降入学生履修不可

科学技術英語１ 2～4 1 2025年度以降入学生履修不可

科学技術英語２ 2～4 1 2025年度以降入学生履修不可

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉
グローバルリーダー教育プログラム
※英語選択必修6単位には含まない

英語実習 1 1 GLEP必修

英語表現 1 1 GLEP必修

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2 2025年度以降入学生履修不可

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

暮らしと道具 1 2
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授　業　科　目　の　名　称

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール

別表第１（第５条関係）

開講
年次

単位数
備　　　　　考区　　　分

－ 148 － － 149 －



必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 2 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2
地域創生人材教育プログラムの科目
2025年度以降入学生履修不可

地域プロジェクト演習　　    2 2
地域創生人材教育プログラムの科目
2025年度以降入学生履修不可

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2
原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可
（A）または(B)のどちらか一方のみ履修可。GLEP必修。

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 2 2025年度以降入学生履修不可

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

２８単位以上

　履修上の注意

　以上修得しなければならない。

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。
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卒業所要単位

開講
年次

単位数

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称 備　　　　　考

－ 150 －



　全学共通科目（令和６年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉
グローバルリーダー教育プログラム
※英語選択必修6単位には含まない

英語実習 1 1 GLEP必修

英語表現 1 1 GLEP必修

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

暮らしと道具 1 2

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 2 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2
地域創生人材教育プログラムの科目
2025年度以降入学生履修不可

地域プロジェクト演習　　    2 2
地域創生人材教育プログラムの科目
2025年度以降入学生履修不可

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2
原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可
（A）または(B)のどちらか一方のみ履修可。GLEP必修。

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 2 2025年度以降入学生履修不可

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

２８単位以上

　履修上の注意

　以上修得しなければならない。

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

教
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目
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究
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目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

卒業所要単位

開講
年次

単位数

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称 備　　　　　考
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必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

一般有機化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2 2024年度 開講せず

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト演習　　    2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

現代の経営問題 1 2 2024年度 開講せず

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2 原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 2 （A）または(B)のどちらか一方のみ履修可。GLEP必修。

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

兵庫の災害と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

減災復興まちづくり 1 2 2023年度以降入学生履修不可

災害現場と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

２８単位以上

　履修上の注意

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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卒業所要単位

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

一般有機化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2 2024年度 開講せず

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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　全学共通科目（令和５年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム

英語実習 1 1 ※英語選択必修6単位には含まない

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

暮らしと道具 1 2
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別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

一般有機化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2 R5年度非開講

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2 R5年度非開講

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2
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れた者優先）
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然
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区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次　全学共通科目（令和５年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム

英語実習 1 1 ※英語選択必修6単位には含まない

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

暮らしと道具 1 2

教
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別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト演習　　    2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2 原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 2 （A）または(B)のどちらか一方のみ履修可。GLEP必修。

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

兵庫の災害と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

減災復興まちづくり 1 2 2023年度以降入学生履修不可

災害現場と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

２８単位以上

　履修上の注意

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル
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目
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卒業所要単位

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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　全学共通科目（令和4年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム

英語実習 1 1 ※英語選択必修6単位には含まない

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

暮らしと道具 1 2

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

備　　　　　考

自主自律
支援科目
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化
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デ
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ッ

ク
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キ
ル
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目

英
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外
国
語

統計・情報

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト演習　　    2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2 原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 2 （A）または(B)のどちらか一方のみ履修可。GLEP必修。

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

兵庫の災害と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

減災復興まちづくり 1 2 2023年度以降入学生履修不可

災害現場と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

２８単位以上

　履修上の注意

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル
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卒業所要単位

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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令和４年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

スポーツと生活 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

備　　　　　考区　　　分 授　業　科　目　の　名　称

日本国憲法

開講
年次

単位数

教
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目
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1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）
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然
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令和４年度入学生

必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト演習　　    2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2 原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 （A）または(B)のどちらか一方のみ履修可

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

兵庫の災害と防災 1 2

減災復興まちづくり 1 2

災害現場と防災 1 2

２８単位以上

　履修上の注意

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　以上修得しなければならない。

地
域
課
題
探
究
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。
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　全学共通科目（令和3年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1 前期集中

TOEIC総合2 2～4 1 後期集中

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2 前期集中

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2 (S)は前期集中、(A)は通常講義

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

暮らしと道具 1 2

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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人
と
文
化

英語コア科目は一年次
に必ず受講する。

次の科目の中から６単
位選択必修

・英語コア科目（６科
目）

・Communicative 
English Basic 1

・Communicative 
English Basic 2

英語コア科目は一年次
に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1
・Intensive English ２
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令和３年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2 前期集中

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2 前期集中

福祉と社会 1 2

社会思想入門 1 2

芸術社会論 1 2 令和3年度開講せず

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

スポーツと生活 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 前期集中　(看)と(理)で隔年開講、令和3年度は（理）

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2 令和3年度は開講せず

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2 前期集中

ジオパークと地域 1 2 前期集中

共生博物学 1 2 前期集中

地域社会とマネジメント 1 2 令和3年度は開講せず

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2 前期集中

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2 前期集中

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
社
会 日本国憲法

1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

人
と
自
然

人と健康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

　全学共通科目（令和3年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1 前期集中

TOEIC総合2 2～4 1 後期集中

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2 前期集中

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2 (S)は前期集中、(A)は通常講義

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

暮らしと道具 1 2

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

外
国
語

統計・情報

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

英語コア科目は一年次
に必ず受講する。

次の科目の中から６単
位選択必修

・英語コア科目（６科
目）

・Communicative 
English Basic 1

・Communicative 
English Basic 2

英語コア科目は一年次
に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1
・Intensive English ２
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令和３年度入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）　後期集中

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）　後期集中

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）　前期集中

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）　集中講義

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）　集中講義

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2 前期集中

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2 令和3年度開講せず

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（A) 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（B) 1 2

グローバル社会を学ぶ 1 2 後期集中

日本の思想と文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2 後期集中

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2 前期集中

減災復興まちづくり 1～4 2 前期集中

災害現場と防災 1～4 2 前期集中

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

・集中科目については、CAP（キャップ）の対象外とする。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自
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　全学共通科目（令和２年度）入学生

必修 選択

基礎ゼミ
ナール

基礎ゼミナール 2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学英語基礎 1 2～4 1

科学英語基礎 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必修

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

物語と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

自主自律
支援科目

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

外
国
語

統計・情報

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

英語コア科目は一年次
に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1
・Intensive English ２

令和３年度入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）　後期集中

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）　後期集中

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）　前期集中

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）　集中講義

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）　集中講義

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2 前期集中

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2 令和3年度開講せず

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（A) 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（B) 1 2

グローバル社会を学ぶ 1 2 後期集中

日本の思想と文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2 後期集中

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2 前期集中

減災復興まちづくり 1～4 2 前期集中

災害現場と防災 1～4 2 前期集中

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

・集中科目については、CAP（キャップ）の対象外とする。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自
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令和２年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必修

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり論 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

社会思想入門 1 2

芸術社会論 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と社会 1 2 (商)で隔年開講

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必修

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2 令和２年度は開講せず

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

人
と
社
会

人
と
自
然

人と健康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

「地域課題探求科目」
「グローバル教育科目」
「防災教育科目」の３分
野のうち２分野以上から
計４単位以上選択
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令和２年度入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）

現代の経営問題 1 2 令和２年度は開講せず

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1 2

グローバル社会を学ぶ 1 2

日本の思想と文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2

減災復興まちづくり 1～4 2

災害現場と防災 1～4 2

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

地
域
課
題
探
究
科
目

防
災
教
育
科
目

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

令和２年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必修

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり論 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

社会思想入門 1 2

芸術社会論 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と社会 1 2 (商)で隔年開講

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必修

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2 令和２年度は開講せず

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

人
と
社
会

人
と
自
然

人と健康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

「地域課題探求科目」
「グローバル教育科目」
「防災教育科目」の３分
野のうち２分野以上から
計４単位以上選択
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　全学共通科目（２０１９年度（平成３１年度）入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学英語基礎 1 2～4 1

科学英語基礎 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

物語と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

別表第１（第５条関係）

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール
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統計・情報
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教
育
科
目

人
と
文
化

英語コア科目は一年次
に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1
・Intensive English ２

－ 166 －



2019年度（平成31年度）入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

経済学（ミクロ経済学） 1 2

経済学（マクロ経済学） 1 2

社会保障と経済 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会

社会思想入門

生活の中の認知科学 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

現代物理化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2 平成31年度は開講せず

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2 平成31年度は開講せず

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

人
と
自
然

人と健康

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

人
と
社
会

日本国憲法

　全学共通科目（２０１９年度（平成３１年度）入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学英語基礎 1 2～4 1

科学英語基礎 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

物語と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

別表第１（第５条関係）
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英語コア科目は一年次
に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1
・Intensive English ２
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2019年度（平成31年度）入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）

現代の日本経済 1 2

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

ボーダレス社会と経済 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバル教養海外実践 1 2

多文化を学ぶ 1 2

日本の歴史や文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2

減災復興まちづくり 1～4 2

災害現場と防災 1～4 2

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

　・副専攻生のみが受けられる科目についてはＣＡＰ（キャップ）制の対象外とする。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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（令和８年度入学生）

　

必 選

修 択

微分積分学Ⅰ 1 2

微分積分学Ⅱ 1 2

線形代数学Ⅰ 1 2

線形代数学Ⅱ 1 2

数学演習Ⅰ 1 2

数学演習Ⅱ 1 2

基礎物理学ⅠＡ 1 2

基礎物理学ⅠＢ 1 2

基礎物理学ⅡＡ 1 2

基礎物理学ⅡＢ 1 2

力学Ａ 2 2

波動論 2 2

力学Ｂ 2 2

電磁気学Ａ 2 2

電磁気学演習 2 2

応用解析 2 2

有機化学Ⅰ 1 2

無機化学Ⅰ 1 2

物理化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅲ 2 2

生物化学４ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

細胞生物学１ 1 2

生物化学１ 1 2

細胞生物学２ 2 2

生物化学２ 2 2

生物化学３ 2 2

微生物学 2 2

分子生物学１ 2 2

分子生物学２ 2 2

別表第２（第６条関係）

（１）専門基礎科目（物質科学科）

Ａ
　
数
学
系

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ｂ
　
物
理
系

Ｃ
　
化
学
系

Ｄ
　
生
命
系

2019年度（平成31年度）入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）

現代の日本経済 1 2

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

ボーダレス社会と経済 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバル教養海外実践 1 2

多文化を学ぶ 1 2

日本の歴史や文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2

減災復興まちづくり 1～4 2

災害現場と防災 1～4 2

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

　・副専攻生のみが受けられる科目についてはＣＡＰ（キャップ）制の対象外とする。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

－ 168 － － 169 －



必 選

修 択

地球惑星科学 1 2

地球物質科学 2 2

天文学 2 2

地震津波と防災・減災 2 2

計算機プログラミング 3 2

コンピューターリテラシー 3 2

科学英語 4 1

生命科学特別講義 2 1

英語科学問題演習 2 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

天体観測 3 1

生態学と生物多様性の保全 3 2

物質英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

気象・気候変動と災害 2 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

物質科学入門 1 2

生物学実験 1 1

物理学実験 2 1

化学実験 2 1

物質科学基礎実験Ⅰ 2 1

物質科学基礎実験Ⅱ 2 1

生命科学基礎実験Ⅰ 2 1

生命科学基礎実験Ⅱ 2 1

地学実験 3 1

１７単位以上

Ｆ

卒業所要単位（必修７単位を含む。）

授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ｅ

区分

－ 170 －



　

必 選

修 択

微分積分学Ⅰ 1 2

微分積分学Ⅱ 1 2

線形代数学Ⅰ 1 2

線形代数学Ⅱ 1 2

数学演習Ⅰ 1 2

数学演習Ⅱ 1 2

基礎物理学ⅠＡ 1 2

基礎物理学ⅠＢ 1 2

基礎物理学ⅡＡ 1 2

基礎物理学ⅡＢ 1 2

力学Ａ 2 2

波動論 2 2

力学Ｂ 2 2

電磁気学Ａ 2 2

電磁気学演習 2 2

応用解析 2 2

有機化学Ⅰ 1 2

無機化学Ⅰ 1 2

物理化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅲ 2 2

生物化学４ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

細胞生物学１ 1 2

生物化学１ 1 2

細胞生物学２ 2 2

生物化学２ 2 2

生物化学３ 2 2

微生物学 2 2

分子生物学１ 2 2

分子生物学２ 2 2

Ｃ
　
化
学
系

Ｄ
　
生
命
系

Ｂ
　
物
理
系

Ａ
　
数
学
系

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

（１）専門基礎科目（生命科学科）

－ 170 － － 171 －



必 選

修 択

地球惑星科学 1 2

地球物質科学 2 2

天文学 2 2

地震津波と防災・減災 2 2

計算機プログラミング 3 2

コンピューターリテラシー 3 2

科学英語 4 1

生命科学特別講義 2 1

英語科学問題演習 2 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

天体観測 3 1

生態学と生物多様性の保全 3 2

物質英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

気象・気候変動と災害 2 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡB 2 2

生命科学入門 1 2

生物学実験 1 1

物理学実験 2 1

化学実験 2 1

物質科学基礎実験Ⅰ 2 1

物質科学基礎実験Ⅱ 2 1

生命科学基礎実験Ⅰ 2 1

生命科学基礎実験Ⅱ 2 1

地学実験 3 1

１７単位以上卒業所要単位（必修７単位を含む。）

　

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ｅ

Ｆ

－ 172 －



（令和５～７年度入学生）

　

必 選

修 択

微分積分学Ⅰ 1 2

微分積分学Ⅱ 1 2

線形代数学Ⅰ 1 2

線形代数学Ⅱ 1 2

数学演習Ⅰ 1 2

数学演習Ⅱ 1 2

基礎物理学ⅠＡ 1 2

基礎物理学ⅠＢ 1 2

基礎物理学ⅡＡ 1 2

基礎物理学ⅡＢ 1 2

力学Ａ 2 2

波動論 2 2

力学Ｂ 2 2

電磁気学Ａ 2 2

電磁気学演習 2 2

応用解析 2 2

有機化学Ⅰ 1 2

無機化学Ⅰ 1 2

物理化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅲ 2 2

生物化学４ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

細胞生物学１ 1 2

生物化学１ 1 2

細胞生物学２ 2 2

生物化学２ 2 2

生物化学３ 2 2

微生物学 2 2

分子生物学１ 2 2

分子生物学２ 2 2

Ｃ
　
化
学
系

Ｄ
　
生
命
系

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

別表第２（第６条関係）

（１）専門基礎科目（物質科学科）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 172 － － 173 －



必 選

修 択

地球惑星科学 1 2

地球物質科学 2 2

天文学 2 2

地震津波と防災・減災 2 2

減災復興政策概論 2 2 卒業要件外

防災教育とリスクコミュニケー
ション

2 2 卒業要件外

計算機プログラミング 3 2

コンピューターリテラシー 1 2

科学英語 4 1

生命科学特別講義 2 1

英語科学問題演習 2 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

天体観測 3 1

生態学と生物多様性の保全 3 2

グローバルサイエンス 2 2

物質英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

気象・気候変動と災害 2 2

生物学実験 1 1

物理学実験 2 1

化学実験 2 1

物質科学基礎実験Ⅰ 2 1

物質科学基礎実験Ⅱ 2 1

生命科学基礎実験Ⅰ 2 1

生命科学基礎実験Ⅱ 2 1

地学実験 3 1

１７単位以上

※卒業要件外の科目を除く

Ｅ

Ｆ

卒業所要単位（必修７単位を含む。）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 174 －



　

必 選

修 択

微分積分学Ⅰ 1 2

微分積分学Ⅱ 1 2

線形代数学Ⅰ 1 2

線形代数学Ⅱ 1 2

数学演習Ⅰ 1 2

数学演習Ⅱ 1 2

基礎物理学ⅠＡ 1 2

基礎物理学ⅠＢ 1 2

基礎物理学ⅡＡ 1 2

基礎物理学ⅡＢ 1 2

力学Ａ 2 2

波動論 2 2

力学Ｂ 2 2

電磁気学Ａ 2 2

電磁気学演習 2 2

応用解析 2 2

有機化学Ⅰ 1 2

無機化学Ⅰ 1 2

物理化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅲ 2 2

生物化学４ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

細胞生物学１ 1 2

生物化学１ 1 2

細胞生物学２ 2 2

生物化学２ 2 2

生物化学３ 2 2

微生物学 2 2

分子生物学１ 2 2

分子生物学２ 2 2

Ｃ
　
化
学
系

Ｄ
　
生
命
系

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

（１）専門基礎科目（生命科学科）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考
必 選

修 択

地球惑星科学 1 2

地球物質科学 2 2

天文学 2 2

地震津波と防災・減災 2 2

減災復興政策概論 2 2 卒業要件外

防災教育とリスクコミュニケー
ション

2 2 卒業要件外

計算機プログラミング 3 2

コンピューターリテラシー 1 2

科学英語 4 1

生命科学特別講義 2 1

英語科学問題演習 2 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

天体観測 3 1

生態学と生物多様性の保全 3 2

グローバルサイエンス 2 2

物質英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

気象・気候変動と災害 2 2

生物学実験 1 1

物理学実験 2 1

化学実験 2 1

物質科学基礎実験Ⅰ 2 1

物質科学基礎実験Ⅱ 2 1

生命科学基礎実験Ⅰ 2 1

生命科学基礎実験Ⅱ 2 1

地学実験 3 1

１７単位以上

※卒業要件外の科目を除く

Ｅ

Ｆ

卒業所要単位（必修７単位を含む。）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 174 － － 175 －



必 選

修 択

地球惑星科学 1 2

地球物質科学 2 2

天文学 2 2

地震津波と防災・減災 2 2

減災復興政策概論 2 2 卒業要件外

防災教育とリスクコミュニケー
ション

2 2 卒業要件外

計算機プログラミング 3 2

コンピューターリテラシー 1 2

科学英語 4 1

生命科学特別講義 2 1

英語科学問題演習 2 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

天体観測 3 1

生態学と生物多様性の保全 3 2

グローバルサイエンス 2 2

物質英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

気象・気候変動と災害 2 2

生物学実験 1 1

物理学実験 2 1

化学実験 2 1

物質科学基礎実験Ⅰ 2 1

物質科学基礎実験Ⅱ 2 1

生命科学基礎実験Ⅰ 2 1

生命科学基礎実験Ⅱ 2 1

地学実験 3 1

１７単位以上

※卒業要件外の科目を除く

Ｅ

Ｆ

卒業所要単位（必修７単位を含む。）

　

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 176 －



 

別表第２（第６条関係） 

（２）専門基礎科目（物質科学科）               （令和４年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必 選

修 択

地球惑星科学 1 2

地球物質科学 2 2

天文学 2 2

地震津波と防災・減災 2 2

減災復興政策概論 2 2 卒業要件外

防災教育とリスクコミュニケー
ション

2 2 卒業要件外

計算機プログラミング 3 2

コンピューターリテラシー 1 2

科学英語 4 1

生命科学特別講義 2 1

英語科学問題演習 2 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

天体観測 3 1

生態学と生物多様性の保全 3 2

グローバルサイエンス 2 2

物質英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

気象・気候変動と災害 2 2

生物学実験 1 1

物理学実験 2 1

化学実験 2 1

物質科学基礎実験Ⅰ 2 1

物質科学基礎実験Ⅱ 2 1

生命科学基礎実験Ⅰ 2 1

生命科学基礎実験Ⅱ 2 1

地学実験 3 1

１７単位以上

※卒業要件外の科目を除く

Ｅ

Ｆ

卒業所要単位（必修７単位を含む。）

　

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 176 － － 177 －



 

（令和４年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

 

 

 

 － 178 －



（２）専門基礎科目（生命科学科）               （令和４年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

   ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 178 － － 179 －



                                

（令和４年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 
  
 

 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

  

 

－ 180 －



 

別表第２（第６条関係） 

（３）専門基礎科目（物質科学科）               （令和２・３年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 180 － － 181 －



 

（令和２・３年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

情報科学Ⅱ 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 

 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

 

 

 

 
－ 182 －



（３）専門基礎科目（生命科学科）               （令和２・３年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

   ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 182 － － 183 －



                                

（令和２・３年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

情報科学Ⅱ 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 

 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

  

 

－ 184 －



 

別表第２（第６条関係） 

（４）専門基礎科目（物質科学科）             （平成 29～31 年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 184 － － 185 －



 

（平成 29～31 年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

情報科学Ⅱ 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

グローバル理・工海外実践 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 

グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者のみ単位付与。ただし、卒

業所要単位には含まない。 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

 

 

 － 186 －



 

（４）専門基礎科目（生命科学科）              （平成 29～31 年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

   ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 186 － － 187 －



                                

（平成 29～31 年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

情報科学Ⅱ 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

グローバル理・工海外実践 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 

グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者のみ単位付与。ただし、卒

業所要単位には含まない。 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

  

 
－ 188 －



必 選

修 択

（物質科学科）

代数構造 3 2

幾何構造 3 2

位相解析 3 2

関数解析 3 2

統計力学Ⅰ 2 2

量子力学Ⅰ 2 2

結晶学 2 2

電磁気学Ｂ 2 2

物理数学Ⅰ 2 2

物理数学Ⅰ演習 2 2

物理数学Ⅱ 3 2

物理数学Ⅱ演習 3 2

量子力学Ⅱ 3 2

量子力学演習 3 2

統計力学Ⅱ 3 2

物性論Ⅰ 3 2

確率統計 3 2

量子力学Ⅲ 3 2

相対論 3 2

物性論Ⅱ 3 2

物性論演習 3 2

分光学Ⅰ 3 2

物性論Ⅲ 3 2

現代物質科学特論Ⅰ 3 2

物理化学Ⅱ 2 2

無機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅳ 3 2

物理化学Ⅲ 3 2

物理化学演習Ⅰ 3 2

無機化学Ⅲ 3 2

有機構造化学 3 2

物理化学演習Ⅱ 3 2

量子化学Ⅰ 3 2

量子化学Ⅱ 3 2

分析化学Ⅱ 3 2

機能性物質学 3 2

触媒化学 3 2 2024年以前入学者は「表面化学」

有機反応論 3 2

有機化学演習 3 2

現代物質科学特論Ⅱ 3 2

化学反応論 4 2

Ｃ
　
化
学
系

別表第３（第７条関係）

（１）専門教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年度以降入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

－ 188 － － 189 －



必 選

修 択

物質科学実験Ⅰ 3 2

物質科学実験Ⅱ 3 2

卒業研究 4 6

（生命科学科）

生物物理学１ 2 2

細胞生物学３ 2 2

分子生物学３ 2 2

発生生物学１ 2 2

構造生物学１ 3 2

構造生物学２ 3 2

細胞生物学４ 3 2

細胞生物学５ 3 2

細胞生物学６ 3 2

神経生物学１ 3 2

神経生物学２ 3 2

生物化学５ 3 2

生物化学６ 3 2

生物物理学２ 3 2

生物物理学３ 3 2

生命科学演習１ 3 2

生命科学演習２ 3 2

生命科学演習３ 3 2

発生生物学２ 3 2

発生生物学３ 3 2

分子生物学４ 3 2

分子生物学５ 3 2

進化学Ⅰ 3 2

進化学Ⅱ 3 2

生態学Ⅰ 3 2

生態学Ⅱ 3 2

形態学Ⅰ 3 2

形態学Ⅱ 3 2

生命科学実験Ⅰ 3 4

生命科学実験Ⅱ 3 4

卒業研究 4 6

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上

Ｆ

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上 専門基礎・専門教育科目の合計９５単位以上

　　　　　  （生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上

Ｆ

Ｄ
　
生
命
系

　（令和５年度以降入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 190 －



必 選

修 択

（物質科学科）

代数構造 3 2

幾何構造 3 2

位相解析 3 2

関数解析 3 2

統計力学Ⅰ 2 2

量子力学Ⅰ 2 2

結晶学 2 2

電磁気学Ｂ 2 2

物理数学Ⅰ 2 2

物理数学Ⅰ演習 2 2

物理数学Ⅱ 3 2

物理数学Ⅱ演習 3 2

量子力学Ⅱ 3 2

量子力学演習 3 2

統計力学Ⅱ 3 2

物性論Ⅰ 3 2

確率統計 3 2

量子力学Ⅲ 3 2

相対論 3 2

物性論Ⅱ 3 2

物性論演習 3 2

分光学Ⅰ 3 2

物性論Ⅲ 3 2

自然・社会現象と情報科学 3 2

現代物質科学特論Ⅰ 3 2

物理化学Ⅱ 2 2

無機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅳ 3 2

物理化学Ⅲ 3 2

物理化学演習Ⅰ 3 2

無機化学Ⅲ 3 2

有機構造化学 3 2

物理化学演習Ⅱ 3 2

量子化学Ⅰ 3 2

量子化学Ⅱ 3 2

分析化学Ⅱ 3 2

機能性物質学 3 2

表面化学 3 2

有機反応論 3 2

有機化学演習 3 2

現代物質科学特論Ⅱ 3 2

化学反応論 4 2

Ｃ
　
化
学
系

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

別表第３（第７条関係）

（２）専門教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年度入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 190 － － 191 －



必 選

修 択

物質科学実験Ⅰ 3 2

物質科学実験Ⅱ 3 2

卒業研究 4 6

（生命科学科）

生物物理学１ 2 2

細胞生物学３ 2 2

分子生物学３ 2 2

発生生物学１ 2 2

構造生物学１ 3 2

構造生物学２ 3 2

細胞生物学４ 3 2

細胞生物学５ 3 2

細胞生物学６ 3 2

神経生物学１ 3 2

神経生物学２ 3 2

生物化学５ 3 2

生物化学６ 3 2

生物物理学２ 3 2

生物物理学３ 3 2

生命科学演習１ 3 2

生命科学演習２ 3 2

生命科学演習３ 3 2

発生生物学２ 3 2

発生生物学３ 3 2

分子生物学４ 3 2

分子生物学５ 3 2

進化学Ⅰ 3 2

進化学Ⅱ 3 2

生態学Ⅰ 3 2

生態学Ⅱ 3 2

形態学Ⅰ 3 2

形態学Ⅱ 3 2

生命科学実験Ⅰ 3 4

生命科学実験Ⅱ 3 4

卒業研究 4 6

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上

Ｆ

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上 専門基礎・専門教育科目の合計９５単位以上

　　　　　  （生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上

Ｆ

Ｄ　生命系

（令和４年度入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 192 －



必 選

修 択

（物質科学科）

代数構造 3 2

幾何構造 3 2

位相解析 3 2

関数解析 3 2

統計力学Ⅰ 2 2

量子力学Ⅰ 2 2

結晶学 2 2

電磁気学Ｂ 2 2

物理数学Ⅰ 2 2

物理数学Ⅰ演習 2 2

物理数学Ⅱ 3 2

物理数学Ⅱ演習 3 2

量子力学Ⅱ 3 2

量子力学演習 3 2

統計力学Ⅱ 3 2

物性論Ⅰ 3 2

確率統計 3 2

量子力学Ⅲ 3 2

相対論 3 2

物性論Ⅱ 3 2

物性論演習 3 2

分光学Ⅰ 3 2

物性論Ⅲ 3 2

自然・社会現象と情報科学 3 2

現代物質科学特論Ⅰ 3 2

物理化学Ⅱ 2 2

無機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅳ 3 2

物理化学Ⅲ 3 2

物理化学演習Ⅰ 3 2

無機化学Ⅲ 3 2

有機構造化学 3 2

物理化学演習Ⅱ 3 2

量子化学Ⅰ 3 2

量子化学Ⅱ 3 2

分析化学Ⅱ 3 2

機能性物質学 3 2

表面化学 3 2

有機反応論 3 2

有機化学演習 3 2

現代物質科学特論Ⅱ 3 2

化学反応論 4 2

Ａ
　
数
学
系

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ｂ
　
物
理
系

Ｃ
　
化
学
系

別表第３（第７条関係）

（３）専門教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              （令和３年度入学生）

必 選

修 択

物質科学実験Ⅰ 3 2

物質科学実験Ⅱ 3 2

卒業研究 4 6

（生命科学科）

生物物理学１ 2 2

細胞生物学３ 2 2

分子生物学３ 2 2

発生生物学１ 2 2

構造生物学１ 3 2

構造生物学２ 3 2

細胞生物学４ 3 2

細胞生物学５ 3 2

細胞生物学６ 3 2

神経生物学１ 3 2

神経生物学２ 3 2

生物化学５ 3 2

生物化学６ 3 2

生物物理学２ 3 2

生物物理学３ 3 2

生命科学演習１ 3 2

生命科学演習２ 3 2

生命科学演習３ 3 2

発生生物学２ 3 2

発生生物学３ 3 2

分子生物学４ 3 2

分子生物学５ 3 2

進化学Ⅰ 3 2

進化学Ⅱ 3 2

生態学Ⅰ 3 2

生態学Ⅱ 3 2

形態学Ⅰ 3 2

形態学Ⅱ 3 2

生命科学実験Ⅰ 3 4

生命科学実験Ⅱ 3 4

卒業研究 4 6

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上

Ｆ

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上 専門基礎・専門教育科目の合計９５単位以上

　　　　　  （生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上

Ｆ

Ｄ　生命系

（令和４年度入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 192 － － 193 －



必 選

修 択

物質科学実験Ⅰ 3 2

物質科学実験Ⅱ 3 2

卒業研究 4 6

（生命科学科）

生物物理学１ 2 2

細胞生物学３ 2 2

分子生物学３ 2 2

発生生物学１ 2 2

構造生物学１ 3 2

構造生物学２ 3 2

細胞生物学４ 3 2

細胞生物学５ 3 2

細胞生物学６ 3 2

神経生物学１ 3 2

神経生物学２ 3 2

生物化学５ 3 2

生物化学６ 3 2

生物物理学２ 3 2

生物物理学３ 3 2

生命科学演習１ 3 2

生命科学演習２ 3 2

生命科学演習３ 3 2

発生生物学２ 3 2

発生生物学３ 3 2

分子生物学４ 3 2

分子生物学５ 3 2

進化学Ⅰ 3 2

進化学Ⅱ 3 2

生態学Ⅰ 3 2

生態学Ⅱ 3 2

形態学Ⅰ 3 2

形態学Ⅱ 3 2

生命科学実験Ⅰ 3 4

生命科学実験Ⅱ 3 4

卒業研究 4 6

単位数

備考

Ｆ

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上

　　　　　　（生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上

専門基礎・専門教育科目の合計９５単位以上

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上

（令和３年度入学生）

Ｄ
　
生
命
系

Ｆ

区分 授業科目の名称 開講年次

－ 194 －



別表第３（第７条関係）  

（４）専門教育科目                   （平成 29年～令和２年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ａ 

数
学
系 

 （物質科学科） 

代数構造 

幾何構造 

位相解析 

関数解析 

 

 

３ 

３ 

３ 

３ 

 

  

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

統計力学Ⅰ 

量子力学Ⅰ 

結晶学 

電磁気学Ｂ 

物理数学Ⅰ 

物理数学Ⅰ演習 

物理数学Ⅱ 

物理数学Ⅱ演習 

量子力学Ⅱ 

量子力学演習 

統計力学Ⅱ 

物性論Ⅰ 

確率統計 

量子力学Ⅲ 

相対論 

物性論Ⅱ（固体電子論） 

物性論演習 

分光学Ⅰ 

物性論Ⅲ 

自然・社会現象とシミュレ

ーション 

現代物質科学特論Ⅰ 

量子力学Ⅳ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

 

３ 

４ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

物理化学Ⅱ 

無機化学Ⅱ 

有機化学Ⅳ 

物理化学Ⅲ 

物理化学演習Ⅰ 

無機化学Ⅲ 

有機構造化学 

物理化学演習Ⅱ 

量子化学Ⅰ 

量子化学Ⅱ 

分析化学Ⅱ 

機能性物質学 

表面化学 

有機反応論 

有機化学演習 

現代物質科学特論Ⅱ 

化学反応論 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

４ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必 選

修 択

物質科学実験Ⅰ 3 2

物質科学実験Ⅱ 3 2

卒業研究 4 6

（生命科学科）

生物物理学１ 2 2

細胞生物学３ 2 2

分子生物学３ 2 2

発生生物学１ 2 2

構造生物学１ 3 2

構造生物学２ 3 2

細胞生物学４ 3 2

細胞生物学５ 3 2

細胞生物学６ 3 2

神経生物学１ 3 2

神経生物学２ 3 2

生物化学５ 3 2

生物化学６ 3 2

生物物理学２ 3 2

生物物理学３ 3 2

生命科学演習１ 3 2

生命科学演習２ 3 2

生命科学演習３ 3 2

発生生物学２ 3 2

発生生物学３ 3 2

分子生物学４ 3 2

分子生物学５ 3 2

進化学Ⅰ 3 2

進化学Ⅱ 3 2

生態学Ⅰ 3 2

生態学Ⅱ 3 2

形態学Ⅰ 3 2

形態学Ⅱ 3 2

生命科学実験Ⅰ 3 4

生命科学実験Ⅱ 3 4

卒業研究 4 6

単位数

備考

Ｆ

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上

　　　　　　（生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上

専門基礎・専門教育科目の合計９５単位以上

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上

（令和３年度入学生）

Ｄ
　
生
命
系

Ｆ

区分 授業科目の名称 開講年次

－ 194 － － 195 －



 

（平成 29年～令和２年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｆ 物質科学実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅱ 

卒業研究 

 

３ 

３ 

４ 

 

２ 

２ 

６ 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

（生命科学科） 

生物物理学１ 

細胞生物学３ 

分子生物学３ 

発生生物学１ 

構造生物学１ 

構造生物学２ 

細胞生物学４ 

細胞生物学５ 

細胞生物学６ 

神経生物学１ 

神経生物学２ 

生物化学５ 

生物化学６ 

生物物理学２ 

生物物理学３ 

生命科学演習１ 

生命科学演習２ 

生命科学演習３ 

発生生物学２ 

発生生物学３ 

分子生物学４ 

分子生物学５ 

進化学Ⅰ 

進化学Ⅱ 

生態学Ⅰ 

生態学Ⅱ 

形態学Ⅰ 

形態学Ⅱ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

Ｆ 生命科学実験Ⅰ 

生命科学実験Ⅱ 

卒業研究 

３ 

３ 

４ 

４ 

４ 

６ 

 

  

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上 

      （生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上 

専門基礎・専門教育科目の

合計９５単位以上     

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上 
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授業科目 単位数

○線形代数学Ⅰ 2

  線形代数学Ⅱ 2

  代数構造 2

○幾何構造 2

  相対論 2

  数学演習Ⅰ 2

  数学演習Ⅱ 2

○微分積分学Ⅰ 2

  微分積分学Ⅱ 2

  位相解析 2

  関数解析 2

  応用解析 2

  物理数学Ⅰ 2

  物理数学Ⅰ演習 2

  物理数学Ⅱ 2

  物理数学Ⅱ演習 2

○確率統計 2

確率論   統計力学Ⅰ 2

統計学   統計力学Ⅱ 2

○情報科学Ⅰ 2

  情報科学ⅡA 2

コンピュータ   情報科学ⅡB 2

  計算機プログラミング 2

  コンピューターリテラシー 2

○数学科指導法Ⅰ 2

各教科の指導法 〇数学科指導法Ⅱ 2

（情報通信技術の ●数学科指導法Ⅲ 2

活用を含む。） ●数学科指導法Ⅳ 2

ア　数学　　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

別表第４（第８条関係）

１　教科及び教科の指導法に関する科目

（平成30年度以前入学生は「教科に関する科目」）

（１）令和８年度入学生

①　物質科学科

注２　最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する

      科目」の単位に算入することができる。

注３　開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

代数学

幾何学

解析学

注１　○印は免許状を取得する場合の必修科目。●印は中一種免許のみ必修科目。
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授業科目 単位数 授業科目 単位数

○基礎物理学ⅠA 2 ○地球惑星科学 2

○基礎物理学ⅠB 2 ○地球物質科学 2

　力学A 2 　天文学 2

　波動論 2

○基礎物理学ⅡA 2 ○物理学実験 1

○基礎物理学ⅡB 2 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　力学B 2 　物質科学実験Ⅰ 2

　電磁気学A 2 ○化学実験 1

　電磁気学演習 2 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

　量子力学Ⅰ 2 　物質科学実験Ⅱ 2

　結晶学 2 ○生物学実験 1

　電磁気学B 2 　生命科学基礎実験Ⅰ 1

　量子力学Ⅱ 2 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

　量子力学演習 2 ○地学実験 1

　物性論Ⅰ 2

　物性論Ⅱ(固体電子論) 2 ○理科指導法Ⅰ 2

　物性論演習 2 〇理科指導法Ⅱ 2

　分光学Ⅰ 2 ●理科指導法Ⅲ 2

　物性論Ⅲ 2 ●理科指導法Ⅳ 2

○有機化学Ⅰ 2

○無機化学Ⅰ 2

　有機化学Ⅱ 2

　有機化学Ⅲ 2

　物理化学Ⅱ 2

　有機化学Ⅳ 2

　物理化学Ⅲ 2

　無機化学Ⅱ 2

　無機化学Ⅲ 2

　有機構造化学 2

　物理化学演習Ⅱ 2

　量子化学Ⅰ 2

　分析化学Ⅰ 2

　分析化学Ⅱ 2

　機能性物質学 2

　有機反応論 2

○細胞生物学１ 2

○細胞生物学２ 2

　生物物理学１ 2

　細胞生物学３ 2

(令和８年度入学生)

イ　理科　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

物理学

地　学

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

（注４）

各教科の指導法(情報通信技術の活
用を含む。）

化　学

生物学

注１ ○印は免許状を取得する場合の必修科目。●印は中一種免許のみ必修科目。

     （「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。）

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

     算入することができる。

注４ 高一種免許の場合は、物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験から１単位以上でよい。
　　中一種免許の場合は、物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験それぞれ１単位以上必要である。
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授業科目 単位数 授業科目 単位数

○基礎物理学ⅠＡ 2 ○地球惑星科学 2

○基礎物理学ⅠＢ 2 ○地球物質科学 2

  波動論 2 　地震津波と防災・減災 2

○基礎物理学ⅡＡ 2   天文学 2

○基礎物理学ⅡＢ 2

　電磁気学A 2 ○物理学実験 1

　電磁気学演習 2 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　量子力学Ⅰ 2 ○化学実験 1

　結晶学 2 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

○有機化学Ⅰ 2 ○生物学実験 1

  有機化学Ⅱ 2 　生命科学基礎実験Ⅰ 1

○無機化学Ⅰ 2 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

　分析化学Ⅰ 2 　生命科学実験Ⅰ 4

  生物化学４ 2 　生命科学実験Ⅱ 4

  無機化学Ⅱ 2 ○地学実験 1

○細胞生物学１ 2 ○理科指導法Ⅰ 2

○細胞生物学２ 2 〇理科指導法Ⅱ 2

  分子生物学１ 2 ●理科指導法Ⅲ 2

  分子生物学２ 2 ●理科指導法Ⅳ 2

  分子生物学３ 2

  分子生物学４ 2

  分子生物学５ 2

  構造生物学１ 2

  構造生物学２ 2

　細胞生物学３ 2

　細胞生物学４ 2

　細胞生物学５ 2

　細胞生物学６ 2

　神経生物学１ 2

　神経生物学２ 2

　生命科学演習１ 2

　生命科学演習２ 2

　生命科学演習３ 2

　生物化学２ 2

　生物化学５ 2

　生物化学６ 2

　生物物理学１ 2

　生物物理学２ 2

　微生物学 2

　発生生物学１ 2

　発生生物学２ 2

　発生生物学３ 2

　生態学Ⅰ 2

　生態学Ⅱ 2

　形態学Ⅰ 2

　形態学Ⅱ 2

(令和８年度入学生)

②　生命科学科

イ　理科　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

物理学

地　学

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

（注４）

化　学

生物学

各教科の指導法(情報通信技術のの
活用を含む。）

注４  高一種免許の場合は、物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験から１単位以上でよい。
　　中一種免許の場合は、物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験それぞれ１単位以上必要である。

注１ ○印は免許状を取得する場合の必修科目。●印は中一種免許のみ必修科目。

     （「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。）

注２　最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

注３  開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

授業科目 単位数 授業科目 単位数

○基礎物理学ⅠA 2 ○地球惑星科学 2

○基礎物理学ⅠB 2 ○地球物質科学 2

　力学A 2 　天文学 2

　波動論 2

○基礎物理学ⅡA 2 ○物理学実験 1

○基礎物理学ⅡB 2 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　力学B 2 　物質科学実験Ⅰ 2

　電磁気学A 2 ○化学実験 1

　電磁気学演習 2 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

　量子力学Ⅰ 2 　物質科学実験Ⅱ 2

　結晶学 2 ○生物学実験 1

　電磁気学B 2 　生命科学基礎実験Ⅰ 1

　量子力学Ⅱ 2 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

　量子力学演習 2 ○地学実験 1

　物性論Ⅰ 2

　物性論Ⅱ(固体電子論) 2 ○理科指導法Ⅰ 2

　物性論演習 2 〇理科指導法Ⅱ 2

　分光学Ⅰ 2 ●理科指導法Ⅲ 2

　物性論Ⅲ 2 ●理科指導法Ⅳ 2

○有機化学Ⅰ 2

○無機化学Ⅰ 2

　有機化学Ⅱ 2

　有機化学Ⅲ 2

　物理化学Ⅱ 2

　有機化学Ⅳ 2

　物理化学Ⅲ 2

　無機化学Ⅱ 2

　無機化学Ⅲ 2

　有機構造化学 2

　物理化学演習Ⅱ 2

　量子化学Ⅰ 2

　分析化学Ⅰ 2

　分析化学Ⅱ 2

　機能性物質学 2

　有機反応論 2

○細胞生物学１ 2

○細胞生物学２ 2

　生物物理学１ 2

　細胞生物学３ 2

(令和８年度入学生)

イ　理科　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

物理学

地　学

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

（注４）

各教科の指導法(情報通信技術の活
用を含む。）

化　学

生物学

注１ ○印は免許状を取得する場合の必修科目。●印は中一種免許のみ必修科目。

     （「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。）

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

     算入することができる。

注４ 高一種免許の場合は、物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験から１単位以上でよい。
　　中一種免許の場合は、物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験それぞれ１単位以上必要である。

－ 198 － － 199 －



授業科目 単位数

○線形代数学Ⅰ 2

  線形代数学Ⅱ 2

  代数構造 2

○幾何構造 2

  相対論 2

  数学演習Ⅰ 2

  数学演習Ⅱ 2

○微分積分学Ⅰ 2

  微分積分学Ⅱ 2

  位相解析 2

  関数解析 2

  応用解析 2

  物理数学Ⅰ 2

  物理数学Ⅰ演習 2

  物理数学Ⅱ 2

  物理数学Ⅱ演習 2

○確率統計 2

確率論   統計力学Ⅰ 2

統計学   統計力学Ⅱ 2

○情報科学Ⅰ 2

  情報科学ⅡA 2

コンピュータ   情報科学ⅡB 2

  計算機プログラミング 2

  コンピューターリテラシー 2

○数学科指導法Ⅰ 2

各教科の指導法 〇数学科指導法Ⅱ 2

（情報通信技術の 〇数学科指導法Ⅲ 2

活用を含む。） 〇数学科指導法Ⅳ 2

注４　数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

注３　開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

別表第４（第８条関係）

１　教科及び教科の指導法に関する科目

（１）令和６・７年度入学生

①　物質科学科

ア　数学　　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

（平成30年度以前入学生は「教科に関する科目」）

      科目」の単位に算入することができる。

代数学

幾何学

解析学

注１　○印は免許状を取得する場合の必修科目。

注２　最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する
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授業科目 単位数 授業科目 単位数

○基礎物理学ⅠA 2 ○地球惑星科学 2

○基礎物理学ⅠB 2 ○地球物質科学 2

　力学A 2 　天文学 2

　波動論 2

○基礎物理学ⅡA 2 ○物理学実験 1

○基礎物理学ⅡB 2 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　力学B 2 　物質科学実験Ⅰ 2

　電磁気学A 2 ○化学実験 1

　電磁気学演習 2 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

　量子力学Ⅰ 2 　物質科学実験Ⅱ 2

　結晶学 2 ○生物学実験 1

　電磁気学B 2 　生命科学基礎実験Ⅰ 1

　量子力学Ⅱ 2 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

　量子力学演習 2 ○地学実験 1

　物性論Ⅰ 2

　物性論Ⅱ(固体電子論) 2 ○理科指導法Ⅰ 2

　物性論演習 2 〇理科指導法Ⅱ 2

　分光学Ⅰ 2 〇理科指導法Ⅲ 2

　物性論Ⅲ 2 〇理科指導法Ⅳ 2

○有機化学Ⅰ 2

○無機化学Ⅰ 2

　有機化学Ⅱ 2

　有機化学Ⅲ 2

　物理化学Ⅱ 2

　有機化学Ⅳ 2

　物理化学Ⅲ 2

　無機化学Ⅱ 2

　無機化学Ⅲ 2

　有機構造化学 2

　物理化学演習Ⅱ 2

　量子化学Ⅰ 2

　分析化学Ⅰ 2

　分析化学Ⅱ 2

　機能性物質学 2

　有機反応論 2

○細胞生物学１ 2

○細胞生物学２ 2

　生物物理学１ 2

　細胞生物学３ 2

(令和６・７年度入学生)

イ　理科　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

     算入することができる。

物理学

地　学

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

各教科の指導法(情報通信技術の活
用を含む。）

化　学

生物学

注１ ○印は免許状を取得する場合の必修科目。

     （「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。）

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修
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授業科目 単位数 授業科目 単位数

○基礎物理学ⅠＡ 2 ○地球惑星科学 2

○基礎物理学ⅠＢ 2 ○地球物質科学 2

  波動論 2 　地震津波と防災・減災 2

○基礎物理学ⅡＡ 2   天文学 2

○基礎物理学ⅡＢ 2

　電磁気学A 2 ○物理学実験 1

　電磁気学演習 2 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　量子力学Ⅰ 2 ○化学実験 1

　結晶学 2 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

○有機化学Ⅰ 2 ○生物学実験 1

  有機化学Ⅱ 2 　生命科学基礎実験Ⅰ 1

○無機化学Ⅰ 2 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

　分析化学Ⅰ 2 　生命科学実験Ⅰ 4

  生物化学４ 2 　生命科学実験Ⅱ 4

  無機化学Ⅱ 2 ○地学実験 1

○細胞生物学１ 2 ○理科指導法Ⅰ 2

○細胞生物学２ 2 〇理科指導法Ⅱ 2

  分子生物学１ 2 〇理科指導法Ⅲ 2

  分子生物学２ 2 〇理科指導法Ⅳ 2

  分子生物学３ 2

  分子生物学４ 2

  分子生物学５ 2

  構造生物学１ 2

  構造生物学２ 2

　細胞生物学３ 2

　細胞生物学４ 2

　細胞生物学５ 2

　細胞生物学６ 2

　神経生物学１ 2

　神経生物学２ 2

　生命科学演習１ 2

　生命科学演習２ 2

　生命科学演習３ 2

　生物化学２ 2

　生物化学５ 2

　生物化学６ 2

　生物物理学１ 2

　生物物理学２ 2

　微生物学 2

　発生生物学１ 2

　発生生物学２ 2

　発生生物学３ 2

　生態学Ⅰ 2

　生態学Ⅱ 2

　形態学Ⅰ 2

　形態学Ⅱ 2

化　学

(令和６・７年度入学生)

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

②　生命科学科

イ　理科　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

物理学

地　学

生物学

各教科の指導法(情報通信技術のの
活用を含む。）

注３  開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

注４  理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

注１ ○印は免許状を取得する場合の必修科目。

     （「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。）

注２　最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。
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（２）令和４・５年度入学生 

 

① 物質科学科 

ア 数学  中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 

免許法施行規則に

定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 

 

代数学 

 

 

○線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

代数構造 

２ 

２ 

２ 

 

幾何学 

 

 

 

○幾何構造 

相対論 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

解析学 

 

 

○微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

位相解析 

関数解析 

応用解析       

物理数学Ⅰ 

物理数学Ⅰ演習 

物理数学Ⅱ 

物理数学Ⅱ演習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

確率論 

統計学 

 

○確率統計 

統計力学Ⅰ  

統計力学Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

 

コンピュータ 

 

 

○情報科学Ⅰ 

情報科学ⅡA 

情報科学ⅡB 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

各教科の指導法 

（情報通信技術の 

活用を含む。） 

 

○数学科指導法Ⅰ 

〇数学科指導法Ⅱ 

〇数学科指導法Ⅲ 

〇数学科指導法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 

 注４ 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 

 

 

 

 

授業科目 単位数 授業科目 単位数

○基礎物理学ⅠＡ 2 ○地球惑星科学 2

○基礎物理学ⅠＢ 2 ○地球物質科学 2

  波動論 2 　地震津波と防災・減災 2

○基礎物理学ⅡＡ 2   天文学 2

○基礎物理学ⅡＢ 2

　電磁気学A 2 ○物理学実験 1

　電磁気学演習 2 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　量子力学Ⅰ 2 ○化学実験 1

　結晶学 2 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

○有機化学Ⅰ 2 ○生物学実験 1

  有機化学Ⅱ 2 　生命科学基礎実験Ⅰ 1

○無機化学Ⅰ 2 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

　分析化学Ⅰ 2 　生命科学実験Ⅰ 4

  生物化学４ 2 　生命科学実験Ⅱ 4

  無機化学Ⅱ 2 ○地学実験 1

○細胞生物学１ 2 ○理科指導法Ⅰ 2

○細胞生物学２ 2 〇理科指導法Ⅱ 2

  分子生物学１ 2 〇理科指導法Ⅲ 2

  分子生物学２ 2 〇理科指導法Ⅳ 2

  分子生物学３ 2

  分子生物学４ 2

  分子生物学５ 2

  構造生物学１ 2

  構造生物学２ 2

　細胞生物学３ 2

　細胞生物学４ 2

　細胞生物学５ 2

　細胞生物学６ 2

　神経生物学１ 2

　神経生物学２ 2

　生命科学演習１ 2

　生命科学演習２ 2

　生命科学演習３ 2

　生物化学２ 2

　生物化学５ 2

　生物化学６ 2

　生物物理学１ 2

　生物物理学２ 2

　微生物学 2

　発生生物学１ 2

　発生生物学２ 2

　発生生物学３ 2

　生態学Ⅰ 2

　生態学Ⅱ 2

　形態学Ⅰ 2

　形態学Ⅱ 2

化　学

(令和６・７年度入学生)

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

②　生命科学科

イ　理科　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

物理学

地　学

生物学

各教科の指導法(情報通信技術のの
活用を含む。）

注３  開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

注４  理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

注１ ○印は免許状を取得する場合の必修科目。

     （「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。）

注２　最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

－ 202 － － 203 －



令和 4・5年度入学生 

イ 理科 中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 
 

免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 

物理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○基礎物理学ⅠA 

○基礎物理学ⅠB 

力学 A 

波動論 

○基礎物理学ⅡA 

○基礎物理学ⅡB 

力学 

電磁気学 A 

電磁気学演習 

量子力学Ⅰ    

結晶学         

電磁気学 B 

量子力学Ⅱ     

量子力学演習 

物性論Ⅰ 

物性論Ⅱ(固体電子論) 

物性論演習 

分光学Ⅰ 

物性論Ⅲ 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

生物学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○細胞生物学１ 

○細胞生物学２ 

生物物理学１ 

細胞生物学３ 

 

 

 

 

 

 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

生物学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 
○生物学実験 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

 
１ 

１ 

１ 

物理学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○物理学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅰ 

１ 

１ 

２ 

地 学 

 

○地球惑星科学 

○地球物質科学 

 天文学 

２ 

２ 

２ 

 

化 学 

 
○有機化学Ⅰ 

○無機化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

物理化学Ⅱ 

有機化学Ⅳ 

物理化学Ⅲ 

無機化学Ⅱ 

無機化学Ⅲ 

有機構造化学 

物理化学演習Ⅱ 

量子化学Ⅰ 

分析化学Ⅰ 

分析化学Ⅱ 

機能性物質学 

 有機反応論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

地学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 

 

 

 

 

 

○地学実験 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 
○化学実験 

物質科学基礎実験Ⅱ 

物質科学実験Ⅱ 

 

 

１ 

１ 

２ 

 

 

各教科の指導法

(情報通信技術

の活用を含む。） 

○理科指導法Ⅰ 

〇理科指導法Ⅱ 

〇理科指導法Ⅲ 

〇理科指導法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基

礎物 
理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に 

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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令和 4・5年度入学生 

② 生命科学科 

イ 理科 中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 
 

免許法施行
規則に定め
る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行規
則に定める科
目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 
物理学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○基礎物理学ⅠＡ 
○基礎物理学ⅠＢ 

波動論 
○基礎物理学ⅡＡ 
○基礎物理学ⅡＢ 
 電磁気学 A 
 電磁気学演習 
 量子力学Ⅰ    
 結晶学        
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
生物学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
構造生物学１ 
構造生物学２ 
細胞生物学３ 
細胞生物学４ 
細胞生物学５ 
細胞生物学６ 
神経生物学１ 
神経生物学２ 
生命科学演習１ 
生命科学演習２ 
生命科学演習３ 
生物化学２ 
生物化学５ 
生物化学６ 
生物物理学１ 
生物物理学２ 
微生物学 
発生生物学１ 
発生生物学２ 
発生生物学３ 
生態学Ⅰ 
生態学Ⅱ 
形態学Ⅰ 
形態学Ⅱ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

 
物理学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

 
○物理学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

 
１ 
１ 

 
生物学実験 
(コンピュータ活
用含む。） 

 

 
○生物学実験 
生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 

 
１ 
１ 
１ 
４ 
４ 

 
化 学 

 
 
 

 
 

○有機化学Ⅰ 
有機化学Ⅱ 

○無機化学Ⅰ 
 分析化学Ⅰ 

生物化学４ 
無機化学Ⅱ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

地 学 
    
 
 
 

○地球惑星科学 
○地球物質科学 
 自然災害と防災 

天文学 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
 
 

化学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

   
○化学実験 

物質科学基礎実験Ⅱ 

 
１ 
１ 地学実験 

(コンピュータ活
用含む） 

○地学実験 
 
 
 

 １ 
 
 
 

 
生物学 

 

 
○細胞生物学１ 
○細胞生物学２ 

分子生物学１ 
分子生物学２ 
分子生物学３ 
分子生物学４ 
分子生物学５ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

各教科の指導法

(情報通信技術の

の活用を含む。） 

 

○理科指導法Ⅰ 

〇理科指導法Ⅱ 

〇理科指導法Ⅲ 

〇理科指導法Ⅳ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基

礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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（３）2019 年度（平成 31 年度）～令和 3年度入学生 

① 物質科学科 

ア 数学  中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 

免許法施行規則に

定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 

 

代数学 

 

 

○線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

代数構造 

２ 

２ 

２ 

 

幾何学 

 

 

 

○幾何構造 

相対論 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

解析学 

 

 

○微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

位相解析 

関数解析 

応用解析       

物理数学Ⅰ 

物理数学Ⅰ演習 

物理数学Ⅱ 

物理数学Ⅱ演習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

確率論 

統計学 

 

○確率統計 

統計力学Ⅰ  

統計力学Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

 

コンピュータ 

 

 

○情報科学Ⅰ 

情報科学Ⅱ 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

各教科の指導法 

（情報機器及び教材

の活用を含む。） 

 

○数学科指導法Ⅰ 

〇数学科指導法Ⅱ 

〇数学科指導法Ⅲ 

〇数学科指導法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 

 注４ 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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2019 年度（平成 31 年度）～令和 3年度入学生 

 

イ 理科 中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 
 

免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 

物理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○基礎物理学ⅠA 

○基礎物理学ⅠB 

力学 A 

波動論 

○基礎物理学ⅡA 

○基礎物理学ⅡB 

力学 

電磁気学 A 

電磁気学演習 

量子力学Ⅰ    

結晶学         

電磁気学 B 

量子力学Ⅱ     

量子力学演習 

物性論Ⅰ 

物性論Ⅱ(固体電子論) 

物性論演習 

分光学Ⅰ 

物性論Ⅲ 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

生物学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○細胞生物学１ 

○細胞生物学２ 

生物物理学１ 

細胞生物学３ 

 

 

 

 

 

 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

生物学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 
○生物学実験 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

 
１ 

１ 

１ 

物理学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○物理学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅰ 

１ 

１ 

２ 

地 学 

 

○地球惑星科学 

○地球物質科学 

 天文学 

２ 

２ 

２ 

 

化 学 

 
○有機化学Ⅰ 

○無機化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

物理化学Ⅱ 

有機化学Ⅳ 

物理化学Ⅲ 

無機化学Ⅱ 

無機化学Ⅲ 

有機構造化学 

物理化学演習Ⅱ 

量子化学Ⅰ 

分析化学Ⅰ 

分析化学Ⅱ 

機能性物質学 

 有機反応論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

地学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 

 

 

 

 

 

○地学実験 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 
○化学実験 

物質科学基礎実験Ⅱ 

物質科学実験Ⅱ 

 

 

１ 

１ 

２ 

 

 

各教科の指導法

(情報機器及び   

教材の活用を含

む。） 

○理科指導法Ⅰ 

〇理科指導法Ⅱ 

〇理科指導法Ⅲ 

〇理科指導法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基

礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に 

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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 2019 年度（平成 31 年度）～令和 3年度入学生 

② 生命科学科 

イ 理科 中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 
 

免許法施行
規則に定め
る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行規
則に定める科
目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 
物理学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○基礎物理学ⅠＡ 
○基礎物理学ⅠＢ 

波動論 
○基礎物理学ⅡＡ 
○基礎物理学ⅡＢ 
 電磁気学 A 
 電磁気学演習 
 量子力学Ⅰ    
 結晶学        
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
生物学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
構造生物学１ 
構造生物学２ 
細胞生物学３ 
細胞生物学４ 
細胞生物学５ 
細胞生物学６ 
神経生物学１ 
神経生物学２ 
生命科学演習１ 
生命科学演習２ 
生命科学演習３ 
生物化学２ 
生物化学５ 
生物化学６ 
生物物理学１ 
生物物理学２ 
微生物学 
発生生物学１ 
発生生物学２ 
発生生物学３ 
生態学Ⅰ 
生態学Ⅱ 
形態学Ⅰ 
形態学Ⅱ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

 
物理学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

 
○物理学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

 
１ 
１ 

 
生物学実験 
(コンピュータ活
用含む。） 

 

 
○生物学実験 
生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 

 
１ 
１ 
１ 
４ 
４ 

 
化 学 

 
 
 

 
 

○有機化学Ⅰ 
有機化学Ⅱ 

○無機化学Ⅰ 
 分析化学Ⅰ 

生物化学４ 
無機化学Ⅱ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

地 学 
    
 
 
 

○地球惑星科学 
○地球物質科学 
 自然災害と防災 

天文学 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
 
 

化学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

   
○化学実験 

物質科学基礎実験Ⅱ 

 
１ 
１ 地学実験 

(コンピュータ活
用含む） 

○地学実験 
 
 
 

 １ 
 
 
 

 
生物学 

 

 
○細胞生物学１ 
○細胞生物学２ 

分子生物学１ 
分子生物学２ 
分子生物学３ 
分子生物学４ 
分子生物学５ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

各教科の指導法

(情報機器及び教

材 の 活 用 を 含

む。） 

 

○理科指導法Ⅰ 

〇理科指導法Ⅱ 

〇理科指導法Ⅲ 

〇理科指導法Ⅳ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基

礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位 

に算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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２　教育の基礎的理解に関する科目等

（１）令和３年度以降入学生

　必修　　中一種免　　27単位　　　高一種免　23単位

科　目 各科目に含めることが必要な事項
最低修得
単位数

授業科目 単位数

教育原論 2

教職論 2

教育制度論 2

教育心理学 2

特別支援教育論 1

教育課程論 1

・道徳の理論及び指導法 道徳教育論 2 中一種のみ必修

・総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の指導法 1

・特別活動の指導法 特別活動論 1

2

・生徒指導の理論及び方法 生徒指導・進路指導論 2

・進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法

教育相談 2

中５ 教育実習Ⅰ 3 高一種免必修

高３ 教育実習Ⅱ 5 中一種免必修

・教職実践演習 2 教職実践演習（中・高） 2

　注１　　最低修得単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入する

　　　　ことができる。

　注2　　教職実践演習は、教育実習を履修済みの学生を対象とするので、教育実習履修年度またはそれ以降で

　　　　なければ履修できない。

中１０
高　８

・教育の方法及び技術（情報通信
技術の活用含む。）

・教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法

教育実践に関
する科目

中高両方の免許を取得する
場合は教育実習Ⅱを必修と
する。

・教育実習

教育方法・情報通信技術
活用論

道徳、総合的な
学習の時間等
の指導法及び
生徒指導、教育
相談等に関す
る科目

令和７年度以
前入学生は
「生徒指導論」

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

備  考

教育の基礎的
理解に関する
科目

・教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

10

・教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対応
を含む。）

・教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

・幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程

・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）
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授業科目 開講年次 単位数

○介護等体験 3 2

　教育実践体験 2 2

　道徳教育論 2 2

授業科目 開講年次 単位数

○介護等体験 3 2

　教育実践体験 2 2

　道徳教育論 2 2

授業科目 開講年次 単位数

○介護等体験 3 2

３　大学が独自に設定する科目

（３）2019年度（平成31年度）以降入学生

　必修　中一種免４単位　高一種免１２単位

（１）2024年度（令和６年度）以降入学生

　必修　中一種免４単位　高一種免１２単位

注１　○印は、免許状を取得する場合の必修科目
注２　最低修得単位数を超えて修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解
　　に関する科目等」の単位については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

（２）2023年度（令和５年度）入学生

　必修　中一種免４単位　高一種免１２単位

注１　○印は、免許状を取得する場合の必修科目
注２　最低修得単位数を超えて修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解
　　に関する科目等」の単位については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

注１　○印は、免許状を取得する場合の必修科目
注２　最低修得単位数を超えて修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解
　　に関する科目等」の単位については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

備考

中一種のみ(事前・事後指導を含む。)

高一種のみ単位として認める

中一種のみ(事前・事後指導を含む。)

備考

中一種のみ(事前・事後指導を含む。)

中一種、高一種の単位としては認定しない

高一種のみ単位として認める

備考
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科目 最低必要単位数 授業科目 単位数

日本国憲法 2 日本国憲法 2

健康・スポーツ科学演習１ 1

健康・スポーツ科学演習２ 1

健康・スポーツ科学概論 2

Academic English 1 1

Academic English 2 1

English Communication 1 1

English Communication 2 1

Practical English 1 1

Practical English 2 1

数理、データ活用及び人工知
能に関する科目又は情報機器
の操作

2 データサイエンス入門 2

科目 最低必要単位数 授業科目 単位数

日本国憲法 2 日本国憲法 2

○健康・スポーツ科学演習１ 1

○健康・スポーツ科学演習２ 1

Reading and Discussion１ 1

Reading and Discussion２ 1

Listening and Speaking１ 1

Listening and Speaking２ 1

Writing１ 1

Writing２ 1

TOEIC 総合１ 1

TOEIC 総合２ 1

数理、データ活用及び人工知
能に関する科目又は情報機器
の操作

2 データサイエンス入門 2

　必修８単位

科目 最低必要単位数 授業科目 単位数

日本国憲法 2 日本国憲法 2

○健康・スポーツ科学演習１ 1

○健康・スポーツ科学演習２ 1

Reading and Discussion１ 1

Reading and Discussion２ 1

Listening and Speaking１ 1

Listening and Speaking２ 1

2 Writing１ 1

Writing２ 1

TOEIC 総合１ 1

TOEIC 総合２ 1

情報機器の操作 2 情報処理基礎 2

　必修８単位

免許法施行規則に定める科目及び単位数 左記に対応する開設授業科目
備考

体　育 2

外国語コミュニケーション 2

４　教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目

（２）令和４年度～令和７年度入学生

注１　○印は、免許状を取得する場合の必修科目。

注２　開講年次は、別表第１に定めるところによる。

（３）平成２９年度～令和3年度入学生

免許法施行規則に定める科目及び単位数 左記に対応する開設授業科目
備考

体　育 2

外国語コミュニケーション

（１）令和８年度入学生

　必修８単位

免許法施行規則に定める科目及び単位数 左記に対応する開設授業科目
備考

体　育 2

外国語コミュニケーション 2

授業科目 開講年次 単位数

○介護等体験 3 2

　教育実践体験 2 2

　道徳教育論 2 2

授業科目 開講年次 単位数

○介護等体験 3 2

　教育実践体験 2 2

　道徳教育論 2 2

授業科目 開講年次 単位数

○介護等体験 3 2

３　大学が独自に設定する科目

（３）2019年度（平成31年度）以降入学生

　必修　中一種免４単位　高一種免１２単位

（１）2024年度（令和６年度）以降入学生

　必修　中一種免４単位　高一種免１２単位

注１　○印は、免許状を取得する場合の必修科目
注２　最低修得単位数を超えて修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解
　　に関する科目等」の単位については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

（２）2023年度（令和５年度）入学生

　必修　中一種免４単位　高一種免１２単位

注１　○印は、免許状を取得する場合の必修科目
注２　最低修得単位数を超えて修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解
　　に関する科目等」の単位については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

注１　○印は、免許状を取得する場合の必修科目
注２　最低修得単位数を超えて修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解
　　に関する科目等」の単位については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

備考

中一種のみ(事前・事後指導を含む。)

高一種のみ単位として認める

中一種のみ(事前・事後指導を含む。)

備考

中一種のみ(事前・事後指導を含む。)

中一種、高一種の単位としては認定しない

高一種のみ単位として認める

備考
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１　２年次実験　 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。ただし条件４は３つの選択肢のうちどれか１つ充たせばよい。

対象科目 履修許可条件対象科目

（両学科共通） 条件１ 1年次開講必修実験科目修得 生物学実験

物理学実験 条件２ 専門基礎科目（E区分）必修科目修得 物質科学科：物質科学入門　　　　生命科学科：生命科学入門

化学実験 条件３ 専門基礎科目（Ａ数学系）１科目以上修得 微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ、線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ

物質科学基礎実験Ⅰ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）

物質科学基礎実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ

生命科学基礎実験Ⅰ

生命科学基礎実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１

専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１

２　３年次実験 条件１、条件２をどちらも充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

（物質科学科） 物理学実験

物質科学実験Ⅰ 化学実験

物質科学実験Ⅱ 物質科学基礎実験Ⅰ

物質科学基礎実験Ⅱ

生命科学基礎実験Ⅰ

（生命科学科） 生命科学基礎実験Ⅱ

生命科学実験Ⅰ 専門基礎科目（Ａ数学系）１科目以上修得 微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ、線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ

生命科学実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）、力学A、波動論

専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ、有機化学Ⅱ

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１、細胞生物学２、生物化学２

上記４つの系合わせて５５科科目目以上修得 上に示す講義科目

１　物質科学科 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

英語科目６単位修得 Academic English 1・2、English Communication1・2、Practical English1・2

データサイエンス入門２単位修得 データサイエンス入門

人間形成教育科目・学際教育科目（ゼミナールを除
く。）　８単位以上修得

人文科学系、社会科学系、自然科学系、県大特色系、健康・スポーツ科学系に分類される科目

条件２ ３年次開講必修実験科目４単位修得 物質科学実験Ⅰ、物質科学実験Ⅱ

条件３ 専門基礎・専門教育から８５単位以上修得 専門基礎科目・専門教育科目に分類される科目（実験科目含む）

２年次・３年次開講の専門基礎・専門教育のうち

講義科目（ABC）から３６単位以上

２　生命科学科 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

英語科目６単位修得 Academic English 1・2、English Communication1・2、Practical English1・2

データサイエンス入門２単位修得 データサイエンス入門

人間形成教育科目・学際教育科目（ゼミナールを除
く。）　８単位以上修得

人文科学系、社会科学系、自然科学系、県大特色系、健康・スポーツ科学系に分類される科目

条件２ ３年次開講必修実験科目８単位修得 生命科学実験Ⅰ、生命科学実験Ⅱ

条件３ 専門基礎・専門教育から８５単位以上修得 専門基礎科目・専門教育科目に分類される科目（実験科目含む）

条件４ 専門教育科目（講義科目）から２０単位以上修得 専門教育科目（Ｄ生命系）

先修条件

別表第６（第２５，２６条関係）
（１）先修条件及び履修許可（2026年度（令和８年度）入学生）

３．卒業研究

先修条件

条件４

２年次開講必修実験科目すすべべてて修得条件１

条件２

先修条件

ままたたはは

ままたたはは

専門基礎科目（Ａ数学系）（Ｂ物理系）（Ｃ化学系）・専門教育科目（Ａ数学系）（Ｂ物理系）（Ｃ化学系）のうち、
２年次・３年次開講科目　（別表参照）

条件４

卒業研究

先修条件

卒業研究

条件１

条件１
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別表　物質科学科　卒業研究　先修条件４　対象科目（２年次・３年次開講科目）一覧（2026年度（令和８年度）入学生）

対象科目 対象科目

（Ａ数学系） 該当科目なし 代数構造

力学Ａ 幾何構造

波動論 位相解析

力学Ｂ 関数解析

電磁気学Ａ 統計力学Ⅰ

電磁気学演習 量子力学Ⅰ

応用解析 結晶学

物理化学Ⅰ 電磁気学B

有機化学Ⅱ 物理数学Ⅰ

有機化学Ⅲ 物理数学Ⅰ演習

生物化学4 物理数学Ⅱ

分析化学Ⅰ 物理数学Ⅱ演習

量子力学Ⅱ

量子力学演習

統計力学Ⅱ

物性論Ⅰ

確率統計

量子力学Ⅲ

相対論

物性論Ⅱ

物性論演習

分光学Ⅰ

物性論Ⅲ

現代物質科学特論Ⅰ

物理化学Ⅱ

無機化学Ⅱ

有機化学Ⅳ

物理化学Ⅲ

物理化学演習Ⅰ

無機化学Ⅲ

有機構造化学

物理化学演習Ⅱ

量子化学Ⅰ

量子化学Ⅱ

分析化学Ⅱ

機能性物質学

触媒化学

有機反応論

有機化学演習

現代物質科学特論Ⅱ

　　★下記科目一覧の中から３６単位以上（１８科目以上）修得すること。

（Ｂ物理系）

（Ｃ化学系）

（Ａ数学系）

（Ｂ物理系）

（Ｃ化学系）

専門基礎科目

専門教育科目

区分 区分

－ 212 － － 213 －



４．卒業要件　物質科学科は条件１～15、生命科学科は条件1～16を全て充たすこと。

条件 卒業要件内容

1 【全学共通科目】　２８単位以上修得していること。

2 ＜ゼミナール＞（必修：基礎ゼミナール）　２単位修得していること。

3 ＜英語＞（必修：Academic English 1・2、Practical English1・2、English Communication1・2）　６単位修得していること。

4 ＜情報系＞（必修：データサイエンス入門）　２単位修得していること。

5 ＜人文科学系＞　２単位以上修得していること。

6 ＜社会科学系＞　２単位以上修得していること。

7 ＜自然科学系＞　２単位以上修得していること。

8 ＜県大特色系＞　２単位以上修得していること。

9 【専門基礎・専門教育】　９５単位以上修得していること。

10 《専門基礎科目》　１７単位以上修得していること。

物物質質科科学学科科：　《専門基礎科目》＜E＞（必修：物質科学入門）　２単位修得していること。※

生生命命科科学学科科：：　《専門基礎科目》＜E＞（必修：生命科学入門）　２単位修得していること。※

12
《専門基礎科目》＜Ｆ＞（必修：生物学実験、物理学実験、化学実験、物質・生命科学基礎実験Ⅰ・Ⅱ）　７単位修得してい
ること。

物物質質科科学学科科：：　　《専門教育科目》＜F＞（必修：物質科学実験Ⅰ・Ⅱ）　４単位修得していること。

生生命命科科学学科科：：　《専門教育科目》＜F＞（必修：生命科学実験Ⅰ・Ⅱ）　８単位修得していること。

14 《専門教育科目》＜F＞（必修：卒業研究）　６単位修得していること。

15 全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計取得単位が１２７単位以上になっていること。

16 生生命命科科学学科科ののみみ：：《専門教育科目》＜D生命系＞　２０単位以上修得していること。

※転学科した学生は、別途確認のこと。
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１　２年次実験　 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。ただし条件４は３つの選択肢のうちどれか１つ充たせばよい。

対象科目 履修許可条件対象科目

（両学科共通） 条件１ 1年次開講必修実験科目修得 生物学実験

物理学実験 条件２ 全学共通科目（人と自然）必修科目修得 物質科学科：物質科学入門　　　　生命科学科：生命科学入門

化学実験 条件３ 専門基礎科目（Ａ数学系）１科目以上修得 微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ、線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ

物質科学基礎実験Ⅰ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）

物質科学基礎実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ

生命科学基礎実験Ⅰ

生命科学基礎実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１

専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１

２　３年次実験 条件１、条件２をどちらも充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

（物質科学科） 物理学実験

物質科学実験Ⅰ 化学実験

物質科学実験Ⅱ 物質科学基礎実験Ⅰ

物質科学基礎実験Ⅱ

生命科学基礎実験Ⅰ

（生命科学科） 生命科学基礎実験Ⅱ

生命科学実験Ⅰ 専門基礎科目（Ａ数学系）１科目以上修得 微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ、線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ

生命科学実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）、力学A、波動論

専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ、有機化学Ⅱ

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１、細胞生物学２、生物化学２

上記４つの系合わせて５５科科目目以上修得 上に示す講義科目

１　物質科学科 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

英語科目６単位修得 R&D1・2 、L&S1・2、Writing 1・2、Intensive Enlish 1・2、Communicative English Basic 1・2

情報処理基礎またはデータサイエンス入門２単位修得 情報処理基礎またはデータサイエンス入門※

教養教育科目１０単位以上修得 人間性の基盤教育科目、ひょうご県大特色科目に分類される科目

条件２ ３年次開講必修実験科目４単位修得 物質科学実験Ⅰ、物質科学実験Ⅱ

条件３ 専門基礎・専門教育から８３単位以上修得 専門基礎科目・専門教育科目に分類される科目（実験科目含む）

２年次・３年次開講の専門基礎・専門教育のうち

講義科目（ABC）から３６単位以上

２　生命科学科 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

英語科目６単位修得 R&D1・2 、L&S1・2、Writing 1・2、Intensive Enlish 1・2、Communicative English Basic 1・2

情報処理基礎またはデータサイエンス入門２単位修得 情報処理基礎またはデータサイエンス入門※

教養教育科目１０単位以上修得 人間性の基盤教育科目、ひょうご県大特色科目に分類される科目

条件２ ３年次開講必修実験科目８単位修得 生命科学実験Ⅰ、生命科学実験Ⅱ

条件３ 専門基礎・専門教育から８３単位以上修得 専門基礎科目・専門教育科目に分類される科目（実験科目含む）

条件４ 専門教育科目（講義科目）から２０単位以上修得 専門教育科目（Ｄ生命系）

※令和3年度以前入学生は「情報処理基礎」、令和4年度入学生は「データサイエンス入門」を修得すること。

先修条件

別表第６（第２５，２６条関係）
（１）先修条件及び履修許可（2019年度（平成31年度）～2025年度（令和７年度）入学生）

３．卒業研究

先修条件

条件４

２年次開講必修実験科目すすべべてて修得条件１

条件２

先修条件

ままたたはは

ままたたはは

専門基礎科目（Ａ数学系）（Ｂ物理系）（Ｃ化学系）・専門教育科目（Ａ数学系）（Ｂ物理系）（Ｃ化学系）のうち、
２年次・３年次開講科目　（別表参照）

条件４

卒業研究

先修条件

卒業研究

条件１

条件１

－ 214 － － 215 －



別表　物質科学科　卒業研究　先修条件４　対象科目（２年次・３年次開講科目）一覧　（2019年度～2025年度入学生）

対象科目 対象科目

（Ａ数学系） 該当科目なし 代数構造

力学Ａ 幾何構造

波動論 位相解析

力学Ｂ 関数解析

電磁気学Ａ 統計力学Ⅰ

電磁気学演習 量子力学Ⅰ

応用解析 結晶学

物理化学Ⅰ 電磁気学B

有機化学Ⅱ 物理数学Ⅰ

有機化学Ⅲ 物理数学Ⅰ演習

生物化学4 物理数学Ⅱ

分析化学Ⅰ 物理数学Ⅱ演習

量子力学Ⅱ

量子力学演習

統計力学Ⅱ

物性論Ⅰ

確率統計

量子力学Ⅲ

相対論

（（※※１１））2019・2020年度入学者は「物性論Ⅱ（固体電子論）」 物性論Ⅱ（（※※１１））

物性論演習

分光学Ⅰ

物性論Ⅲ

（（※※２２）2019・2020年度入学者は「自然・社会現象とシミュレーション」 自然・社会現象と情報科学（（※※２２））

        2023年度入学者以降は対象外 現代物質科学特論Ⅰ

物理化学Ⅱ

無機化学Ⅱ

有機化学Ⅳ

物理化学Ⅲ

物理化学演習Ⅰ

無機化学Ⅲ

有機構造化学

物理化学演習Ⅱ

量子化学Ⅰ

量子化学Ⅱ

分析化学Ⅱ

機能性物質学

（（※※３３）2024年度以前入学者は「表面化学」 触媒化学（※３）

有機反応論

有機化学演習

現代物質科学特論Ⅱ

　　★下記科目一覧の中から３６単位以上（１８科目以上）修得すること。

（Ｂ物理系）

（Ｃ化学系)

（Ａ数学系）

（Ｂ物理系）

（Ｃ化学系)

専門基礎科目

専門教育科目

区分 区分

－ 216 －



４．卒業要件　物質科学科は条件１～15、生命科学科は条件1～16を全て充たすこと。

条件 卒業要件内容

1 【全学共通科目】　２８単位以上修得していること。

2 ＜基礎ゼミナール＞　２単位修得していること。

3 ＜英語科目＞英語コア科目および指定された選択英語科目を６単位以上修得していること。

4 ＜統計・情報＞（必修）情報処理基礎またはデータサイエンス入門２単位修得していること。※

5 《教養教育科目》　１４単位以上修得していること。

6 （人と文化）　２単位以上修得していること。

7 （人と社会）　２単位以上修得していること。

8 （人と自然・必修）物質科学科：物質科学入門、生命科学科：生命科学入門　２単位修得していること。

9 ＜ひょうご県大特色科目＞　３分野のうち２分野から４単位以上修得していること。

10 【専門基礎・専門教育】　９５単位以上修得していること。

11 《専門基礎科目》　１７単位以上修得していること。

12 《専門基礎科目》＜Ｆ実験科目＞（必修）　７単位修得していること。

物物質質科科学学科科：：　　《専門教育科目》＜F必修科目＞（実験科目）　４単位修得していること。

生生命命科科学学科科：：　《専門教育科目》＜F必修科目＞（実験科目）　８単位修得していること。

14 《専門教育科目》＜F必修科目＞（卒業研究）　６単位修得していること。

15 合計取得単位が１２７単位以上になっていること。

16 生生命命科科学学科科ののみみ：：《専門教育科目》＜D生命系＞　２０単位以上修得していること。

※令和3年度以前入学生は「情報処理基礎」、令和4年度入学生は「データサイエンス入門」を修得すること。
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３．兵庫県立大学理学部規程第６号 

理学部履修規程 

 

 
 

（目 的） 

第１条 この規程は、兵庫県立大学理学部規程（兵庫県立大学理学部規程第１号） 

第３１条に基づき、学生の履修に必要な事項を定めるものとする。 

（クラス担任・ガイダンス主任） 

第２条 本学部では、教員と学生とのコミュニケーションの徹底を期するた 

め、入学時に４５名程度のクラスに分け、１年次及び２年次ではそれ 

ぞれにクラス担任２名を配する。クラス担任教員は、学生の単位履修 

の方法、大学での学習の仕方、その他学生生活全般にわたる助言を行 

う。また各学科にはそれぞれのコースにガイダンス主任１名を配する。 

３年次は、主にガイダンス主任が、４年次は、卒業研究担当教員が、 

指導・助言にあたる。 

（履修願の提出期間） 

 第３条 履修願の提出期間については、４月初めに指定する。 

２ 前項に指定する期間内に履修願を提出しなかった科目については、 

授業及び試験を受けることができない。ただし、教務委員会において 

その事情が正当と認められた場合は、この限りではない。 

（履修願の変更） 

第４条 願い出た科目の変更は、原則として認めない。ただし、次の各号の 

いずれかに該当する場合は、この限りではない。 

１）ガイダンス主任教員の指示があった場合 

２）３年次以上の学生で、後期の初めにおいて、卒業研究履修許可又 

は卒業の条件に抵触するおそれがある場合。ただし、履修中の通年 

の科目は変更できない。 

３）時間割を変更した場合 

２ 前項に規定する変更は、いずれの場合も指定する期間内に申請しな 

ければならない。 

（履修願の遵守事項） 

 第５条 履修願は、次の各号の規定を遵守のうえ、提出しなければならない。 

１）同一科目が学科別又はクラス別に開講されている場合は、所属学 

科又は所属クラスの配当時間に履修すること。 

２）卒業研究履修者で、卒業研究の時間に他の科目を履修しようとす 

る場合は、卒業研究指導教員の承認を得ること。 

２ 前項の規定を遵守していない場合は、原則としてその科目の履修を 

認めない。 
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（再履修） 

第６条 試験に合格しなかった者、又は試験を受けなかった者が翌年度にお 

いて、その授業科目につき単位を取得しようとするときは、改めて受 

講申請し、再履修しなければならない。 

（定期試験等） 

第７条 試験は、前期末及び後期末の学年暦に示す期間に行う。ただし、科 

目によって臨時に行うことがある。 

２ 試験を行わない科目についての評価は、実験、実習、論文、レポー 

ト等による。 

３ 不合格者に対する再試験は行わない。 

（教育実習履修の願い出） 

第８条 教育実習を履修しようとする者は、履修の前年度の指定する期間内 

に、学務課に願い出なければならない。 

（教育実習履修の条件） 

第９条 教育実習を履修するには、次の条件を備えていなければならない。 

１）卒業研究の履修を許可された者又は履修した者であること。ただ 

し、本学の大学院生はこの限りでない。 

２）特別な事情がある場合を除いて、「教育実践に関する科目」を除く「教

育の基礎的理解に関する科目等 

（平成30 年度以前入学生は「教職に関する科目」）」の必修単位のうち、    

３分の２以上の単位を修得していること。 

３）「教科及び教科の指導法に関する科目（平成30 年度以前入学生は「教

科に関する科目」）」の必修単位のうち、３分の２以上の単位を修得してい

ること。 

４）教科指導法Ⅰ・Ⅱ（理科・数学のうち免許を取得しようとする科目の

もの）の単位を修得していること。 

５）中学校教員免許（理科・数学）取得希望者については、「介護等体験」

の単位を修得していること。 

 

（教職実践演習履修の条件） 

 第10条 教職実践演習は、教育実習を履修済みの学生を対象とするので、教育実

習履修の年度又はそれ以降でなければ履修できない。 

（補則）  

 第11条 この規程に定めるもののほか、学生の履修に関して必要な事項は、教務

委員長が教務委員会の意見を聴いた上で定める。 

 

附  則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附  則 

この規定は、平成２７年４月１日から施行する。 

附  則 

この規定は、令和３年４月１日から施行する。 

附  則 

この規定は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

３．兵庫県立大学理学部規程第６号 

理学部履修規程 

 

 
 

（目 的） 

第１条 この規程は、兵庫県立大学理学部規程（兵庫県立大学理学部規程第１号） 

第３１条に基づき、学生の履修に必要な事項を定めるものとする。 

（クラス担任・ガイダンス主任） 

第２条 本学部では、教員と学生とのコミュニケーションの徹底を期するた 

め、入学時に４５名程度のクラスに分け、１年次及び２年次ではそれ 

ぞれにクラス担任２名を配する。クラス担任教員は、学生の単位履修 

の方法、大学での学習の仕方、その他学生生活全般にわたる助言を行 

う。また各学科にはそれぞれのコースにガイダンス主任１名を配する。 

３年次は、主にガイダンス主任が、４年次は、卒業研究担当教員が、 

指導・助言にあたる。 

（履修願の提出期間） 

 第３条 履修願の提出期間については、４月初めに指定する。 

２ 前項に指定する期間内に履修願を提出しなかった科目については、 

授業及び試験を受けることができない。ただし、教務委員会において 

その事情が正当と認められた場合は、この限りではない。 

（履修願の変更） 

第４条 願い出た科目の変更は、原則として認めない。ただし、次の各号の 

いずれかに該当する場合は、この限りではない。 

１）ガイダンス主任教員の指示があった場合 

２）３年次以上の学生で、後期の初めにおいて、卒業研究履修許可又 

は卒業の条件に抵触するおそれがある場合。ただし、履修中の通年 

の科目は変更できない。 

３）時間割を変更した場合 

２ 前項に規定する変更は、いずれの場合も指定する期間内に申請しな 

ければならない。 

（履修願の遵守事項） 

 第５条 履修願は、次の各号の規定を遵守のうえ、提出しなければならない。 

１）同一科目が学科別又はクラス別に開講されている場合は、所属学 

科又は所属クラスの配当時間に履修すること。 

２）卒業研究履修者で、卒業研究の時間に他の科目を履修しようとす 

る場合は、卒業研究指導教員の承認を得ること。 

２ 前項の規定を遵守していない場合は、原則としてその科目の履修を 

認めない。 
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４．兵庫県立大学規程第１２０号 

兵庫県立大学定期試験を受験できない者に対する処置規程 

 
 

（目的） 

第１条 この規程は、やむを得ない事由により所定の期日に定期試験を受験で

きなかった者に対する処置について必要な事項を定める。 

（事由） 

第２条 前条に定めるやむを得ない事由は、次の各号のいずれかに該当するも

のとする。 

 (1) 病気 

(2)  災害及び不慮の事故 

(3)  父母､配偶者又は子の死亡 

(4)  兄弟姉妹又は祖父母の死亡 

(5)  その他前各号に準ずる事由 

（手続） 

第３条 やむを得ない事由のため定期試験を受けることができない者は、原則

として定期試験開始までに、学生が所属する学務所管課に連絡し、その

後速やかに試験欠席承認願（別記様式）を提出しなければならない。 

２ 前項の承認願には、病気の場合にあっては医師の診断書、その他の場

合にあっては、その事由を証明する書類を提出しなければならない。 

３ 試験欠席承認願が提出されたときは、試験科目を開講する教員は、そ

の内容を審査し、その結果を学生が所属する学務所管課を通して学生へ

連絡するものとする。 

（成績の評価） 

第４条 試験科目を開講する教員は、定期試験を受験できない事由が第２条に

該当すると認められた場合、適宜の方法により、成績を評価することが

できる。 

 

附 則  

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。  
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５．兵庫県立大学規程第１１９号 

兵庫県立大学試験の不正行為に対する処置規程 

 
(目的) 

第１条 この規程は、試験の不正行為が行われた場合について、必要な事項を定めるも

のとする。 

 

(不正行為の内容) 

第２条 試験の不正行為とは、次に掲げる行為をいう。 

(1) 使用を許されない書籍､ノート､紙片､電子機器を用いること｡ 

(2) 他人の答案をのぞき見ることその他社会通念上受験者として正当でないと認めら  

れる行為をすること｡ 

 

(不正行為の確認・報告) 

第３条 試験監督者は、不正行為を確認した場合、直ちに当該行為を実行し又はこれに

関与したと疑われる者(以下「対象学生」という。)に対し、その旨を指摘して受験

を停止させるとともに、その氏名、所属、連絡先等必要な事項を記録し、答案用

紙、使用を許されない書籍その他不正行為に直接関連して使用されたとみられる物

品等を預かり、対象学生が所属する学部又は研究科の長(以下「学生所属学部長等」

という。)に報告しなければならない。この場合において、試験監督者と当該試験科

目を開講している教員(以下「開講教員」という。)が異なる場合であるときは、あ

わせて開講教員に報告しなければならない。 

 

(学生所属学部長等の責務) 

第４条 学生所属学部長等は、試験監督者から前条の不正行為の報告を受けたときは、

正確な事実を確認するため、遅滞なく対象学生、試験監督者その他の関係者から事

情聴取を行い、当該事情聴取の結果認定された事実を記載した事情報告書を作成し

なければならない。この場合において、学生所属学部長等が、正確な事実の確認の

ため必要があると認めるときは、当該不正行為に係る試験科目を開講している学部

若しくは研究科の長又は関係する高等教育推進機構高等教養教育部長にその調査を

依頼することができる。 

２ 前項の規定により、正確な事実の確認のため調査の依頼を受けた者は、当該依頼に

応じるものとする。 

３ 学生所属学部長等は、学生所属学部長等の教授会又はこれに相当する委員会(以下

「学生所属学部教授会等」という。)に第１項に規定する事情報告書に基づき報告し

なければならない。この場合において、開講教員が学生所属学部教授会等に属さな

い教員であるときは、その教員が所属する学部又は研究科の長及び開講教員に当該

事情報告書の写しを送付しなければならない。 

４．兵庫県立大学規程第１２０号 

兵庫県立大学定期試験を受験できない者に対する処置規程 

 
 

（目的） 

第１条 この規程は、やむを得ない事由により所定の期日に定期試験を受験で

きなかった者に対する処置について必要な事項を定める。 

（事由） 

第２条 前条に定めるやむを得ない事由は、次の各号のいずれかに該当するも

のとする。 

 (1) 病気 

(2)  災害及び不慮の事故 

(3)  父母､配偶者又は子の死亡 

(4)  兄弟姉妹又は祖父母の死亡 

(5)  その他前各号に準ずる事由 

（手続） 

第３条 やむを得ない事由のため定期試験を受けることができない者は、原則

として定期試験開始までに、学生が所属する学務所管課に連絡し、その

後速やかに試験欠席承認願（別記様式）を提出しなければならない。 

２ 前項の承認願には、病気の場合にあっては医師の診断書、その他の場

合にあっては、その事由を証明する書類を提出しなければならない。 

３ 試験欠席承認願が提出されたときは、試験科目を開講する教員は、そ

の内容を審査し、その結果を学生が所属する学務所管課を通して学生へ

連絡するものとする。 

（成績の評価） 

第４条 試験科目を開講する教員は、定期試験を受験できない事由が第２条に

該当すると認められた場合、適宜の方法により、成績を評価することが

できる。 

 

附 則  

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。  
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(処置の原則) 

第５条 不正行為の事実が、学生所属学部教授会等において確認された場合は、その者

の当該学期の全科目及び通年の全科目の単位を無効とする。この場合において、学

生所属学部教授会等での審議の結果、必要と認められた場合は、その氏名を公表す

るものとする。 

２ 前項に規定するもののほか、特に悪質な不正行為に対しては、兵庫県立大学学則

(平成 25年法人規程第 75 号)第 35 条又は兵庫県立大学大学院学則(平成 25 年法人

規程第 76号)第 33 条の規定に基づき懲戒をするものとする。 

 

附 則 

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則(平成 27 年３月 24 日改正) 

この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則(令和３年３月 31 日改正) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年３月 27日改正) 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

 

－ 222 －



６．兵庫県立大学規程第１０７号 

兵庫県立大学他大学等における授業科目の履修規程 

 

(趣旨) 

第１条 兵庫県立大学学則(平成 25 年法人規程第 75 号。以下「大学学則」という。) 第

14 条第３項の規定に基づき、他大学等における授業科目の履修に関して必要な事項

を定めるものとする。 

 

(他大学等授業科目の履修) 

第２条 他大学等の授業科目の履修を願い出る者は、他大学等との協定に基づいて定め

られた書類を、所定の期日までに学務所管課に提出しなければならない。 

 

(全学共通科目の履修) 

第３条 学長は、前条の規定による願い出に係る他大学等の授業科目について、大学学

則第 14 条第２項の規定により本学の全学共通科目を履修したものとみなす場合 は、

あらかじめ高等教育推進機構長の意見を聴かなければならない。 

 

(履修期間) 

第４条 履修期間については、原則として１年以内とする。 

２ 前項の規定による履修期間については、本学における在学期間に算入する。 

 

(単位の認定) 

第５条 他大学等の授業科目の履修により修得した単位を学則第 14 条第２項に規定す

る本学の授業科目を履修したものとして願い出る場合は、単位認定申請書に他大学

等の成績証明書を添えて学務所管課に提出しなければならない。 

２ 学長は、前項の規定による願い出があるときは、教授会の意見を聴いた上で、これ

を許可することができる。 

 

(補則) 

第６条 この規程に定めるもののほか、この規程の施行に関して必要な事項は、別に定

める。 

 

附 則 

この規程は、平成 25 年４月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年３月 24 日改正) 

この規程は、平成 27 年４月 1 日から施行する。 

 

(処置の原則) 

第５条 不正行為の事実が、学生所属学部教授会等において確認された場合は、その者

の当該学期の全科目及び通年の全科目の単位を無効とする。この場合において、学

生所属学部教授会等での審議の結果、必要と認められた場合は、その氏名を公表す

るものとする。 

２ 前項に規定するもののほか、特に悪質な不正行為に対しては、兵庫県立大学学則

(平成 25年法人規程第 75 号)第 35 条又は兵庫県立大学大学院学則(平成 25 年法人

規程第 76号)第 33 条の規定に基づき懲戒をするものとする。 

 

附 則 

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則(平成 27 年３月 24 日改正) 

この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則(令和３年３月 31 日改正) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年３月 27日改正) 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 
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附 則(令和３年３月 31日改正) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年３月 27日改正) 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 
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７．兵庫県立大学副専攻規程 

 

(趣旨) 

第１条 この規程は、兵庫県立大学学則(平成 25年法人規程第 75号)第 10条の２の規

定に基づき、副専攻に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

(副専攻名等) 

第２条 副専攻は、兵庫県立大学全学部共通とし、高等教育推進機構が設置する。 

２ 副専攻名、運営部門及び主たる担当学部等は別表第１のとおりとする。 

３ 副専攻における授与称号は別表第２のとおりとする。 

４ 各副専攻の運営に関し、必要な事項は別に定める。 

(履修方法等) 

第３条 副専攻の履修に係る申請方法、授業科目の種類及び取得しなければならない

単位数等は、別に定める。 

(修了認定) 

第４条 副専攻の修了認定は、運営部門に置くその運営を審議する会議の議を経て、

高等教育推進機構長が行う。 

(修了証書の授与) 

第５条 学長は、前条により副専攻を修了したと認定された学生に対し、副専攻修了

証書を授与する。 

２ 前項により授与する副専攻修了証書は、様式第１号のとおりとする。 

(委任) 

第６条 この規程に定めるもののほか、副専攻の履修に関し必要な事項は、高等教育

推進機構長が定める。 

附 則 

この規程は、平成 27年 10月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 29年 4月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 31年３月 1日から施行する。 

附 則 

附 則(令和３年３月 31日改正) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年３月 27日改正) 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 
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この規程は、令和２年４月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和３年４月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和６年４月 1 日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和８年４月 1日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程の施行の日前から引き続いて在学している者については、改正後の副

専攻名、運営部門、主たる担当学部等及び授与称号にかかわらず、なお従前の例

による。 

別表第１ 

副専攻名 運営部門 主たる担当学部等 

地域創生リーダー教育プログラム 地域創生リーダー教育部門 環境人間学部 

グローバルリーダー教育プログラム グローバルリーダー教育部門 国際商経学部 

防災リーダー教育プログラム 防災リーダー教育部門 減災復興政策研究科 

 

別表第２ 

副専攻名 授与称号 

地域創生リーダー教育プログラム 学際リーダー（地域創生） 

グローバルリーダー教育プログラム 学際リーダー（グローバル） 

防災リーダー教育プログラム 学際リーダー（防災） 
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この規程は、令和２年４月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和３年４月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和６年４月 1 日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和８年４月 1日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程の施行の日前から引き続いて在学している者については、改正後の副

専攻名、運営部門、主たる担当学部等及び授与称号にかかわらず、なお従前の例

による。 

別表第１ 

副専攻名 運営部門 主たる担当学部等 

地域創生リーダー教育プログラム 地域創生リーダー教育部門 環境人間学部 

グローバルリーダー教育プログラム グローバルリーダー教育部門 国際商経学部 

防災リーダー教育プログラム 防災リーダー教育部門 減災復興政策研究科 

 

別表第２ 

副専攻名 授与称号 

地域創生リーダー教育プログラム 学際リーダー（地域創生） 

グローバルリーダー教育プログラム 学際リーダー（グローバル） 

防災リーダー教育プログラム 学際リーダー（防災） 
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８．兵庫県立大学ＧＰＡ制度要綱 

 

(趣旨) 

第 1 条 この要綱は、兵庫県立大学(以下「本学」という。)のＧＰＡ(Grade Point 

Average)制度に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

(目的) 

第 2 条 ＧＰＡ制度は、学修の状況及び結果を明確化することにより、学生の学習意欲

を高め、適切な修学指導に資するとともに、厳格な成績評価を推進し、 学びの質を

向上させることを目的とする。 

 

(ＧＰＡの種類・運用) 

第 3 条 ＧＰＡは、全学で統一的に運用する全学ＧＰＡと、各学部・研究科(以下 

「学部等」という。)の範囲内で独自に運用する学部・研究科ＧＰＡ(以下「学部等Ｇ

ＰＡ」という。)に大別する。 

２ ＧＰＡの運用は、原則としてこの要綱に基づくものとする。 

３ 学部等ＧＰＡは、学部・研究科の独自性を鑑み、この要綱の趣旨・目的に反しない

限りにおいて、各学部・研究科長が教授会の意見を聞いたうえで別に定めることがで

きるものとする。ただし、次項で定めるＧＰについては別に定めることはできないも

のとする。 

 

(ＧＰ) 

第 4 条 学則第 13 条に基づき各学部・研究科規程で定める成績の評語に与えられるＧ

Ｐ(Grade Point)は、次表のとおりとする。 

成績の評語 
ＧＰ 

5 段階評価 素点 

S 100-90 4.0 

A 89-80 3.0 

B 79-70 2.0 

C 69-60 1.0 

D 59-0 0.0 
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(ＧＰＡの算出方法) 

第 5 条 各期における学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰＡ(以下「学期 

ＧＰＡ」という。)、各学年における学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰＡ(以

下「学年ＧＰＡ」という。)及び全期間の学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰ

Ａ(以下「通算ＧＰＡ」という。)の計算式は、次の各号の定めるところによるものと

し、算出された数値の小数点第３位以下は切り捨てるものとする。 

２ 学期ＧＰＡの計算式 

学期ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(当該学期に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

当該学期に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

３ 学年ＧＰＡの計算式 

学年ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(当該学年に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

当該学年に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

４ 通算ＧＰＡの計算式 

通算ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(在学全期間に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

在学全期間に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

 

(ＧＰＡ対象授業科目) 

第 6 条 ＧＰＡ対象授業科目は、5 段階評語又は素点によって成績認定される授業科目

であって、卒業要件に算入できる授業科目とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、学部等が設定する履修取消期間中に学生から履修取消の

申し出があり履修取消を許可した授業科目は、ＧＰＡ対象授業科目から除くものとす

る。 

３ 学部等は、教育上の理由により、前項に規定による履修取消期間中での取消ができ

ない授業科目を別に定めることができるものとする。 

 

(再履修科目の取扱い) 

第 7 条 「Ｄ」又は 60 点未満と評価された授業科目を、のちに再履修した場合、以前

の「Ｄ」又は 60 点未満と評価された授業科目は、再履修による評価にかかわらずＧ

ＰＡ対象授業科目に含むものとする。 

 

(成績証明書への記載) 

第 8 条 学期ＧＰＡ、学年ＧＰＡ及び通算ＧＰＡは、原則として成績証明書に記載し

ない。ただし、英文成績証明書について、学生からＧＰＡの記載を求められたとき

はこの限りではない。 

 

 

 

８．兵庫県立大学ＧＰＡ制度要綱 

 

(趣旨) 

第 1 条 この要綱は、兵庫県立大学(以下「本学」という。)のＧＰＡ(Grade Point 

Average)制度に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

(目的) 

第 2 条 ＧＰＡ制度は、学修の状況及び結果を明確化することにより、学生の学習意欲

を高め、適切な修学指導に資するとともに、厳格な成績評価を推進し、 学びの質を

向上させることを目的とする。 

 

(ＧＰＡの種類・運用) 

第 3 条 ＧＰＡは、全学で統一的に運用する全学ＧＰＡと、各学部・研究科(以下 

「学部等」という。)の範囲内で独自に運用する学部・研究科ＧＰＡ(以下「学部等Ｇ

ＰＡ」という。)に大別する。 

２ ＧＰＡの運用は、原則としてこの要綱に基づくものとする。 

３ 学部等ＧＰＡは、学部・研究科の独自性を鑑み、この要綱の趣旨・目的に反しない

限りにおいて、各学部・研究科長が教授会の意見を聞いたうえで別に定めることがで

きるものとする。ただし、次項で定めるＧＰについては別に定めることはできないも

のとする。 

 

(ＧＰ) 

第 4 条 学則第 13 条に基づき各学部・研究科規程で定める成績の評語に与えられるＧ

Ｐ(Grade Point)は、次表のとおりとする。 

成績の評語 
ＧＰ 

5 段階評価 素点 

S 100-90 4.0 

A 89-80 3.0 

B 79-70 2.0 

C 69-60 1.0 

D 59-0 0.0 
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(成績評価の厳格化) 

第 9 条 ＧＰＡ制度が的確に運用されるよう、学部等は、授業科目の適切な成績評価の

推進について、組織的な取り組みに努めるものとする。 

 

(雑則) 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、ＧＰＡ制度に関し必要な事項は、高等教育推

進機構全学教育推進会議の議を経て、教育研究審議会が別に定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

１ この要綱は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

(経過措置) 

２ 平成 30 年度以前の入学生は、なお従前の例による。 

附 則 

この要綱は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年 4 月 1 日から施行する。 

 

－ 230 －



９．成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱 

(趣旨) 

第１条 本要綱は、本学の学士課程、修士課程、博士課程及び専門職学位課程に在籍す

る学生(以下「学生」という。)が履修する全ての科目について、その成績に対する確

認及び不服申立てに関し必要な事項を定めるものとする。 

(周知) 

第２条 各学部及び研究科(以下「学部等」という。)は、履修の手引及び講義要目等

において、本要綱を学生に周知するものとする。 

 

(成績に対する確認) 

第３条 学生は、成績評価の理由など確認すべき事項がある場合は、当該科目を担当す

る教員(以下「担当教員」という。)に対し、次の方法により確認することができるも

のとする。 

(１)全学共通科目、専門基礎科目(専門関連科目)、専門教育科目、教職課程科目及び

大学院で履修する科目(以下「大学院科目」という。) 

① 担当教員に直接確認する。 

② 所属学部等の学務所管課(以下「所管課」という。)を通じて、担当教員に別    

に定める「成績に対する確認書」(以下「確認書」という。)を提出し、確認

する。 

(２)全学共通科目、専門基礎科目(専門関連科目)及び専門教育科目に位置付けられな

い副専攻履修者のみが履修可能な科目(以下「副専攻科目」という。) 

副専攻運営部門を通じて、担当教員に確認書を提出し、確認する。 

２ 前項第１号①により学生から確認依頼を受けた担当教員は、直接、当該学生に確認

結果を回答するものとする。 

３ 第１項１号②及び第１項第２号により学生から所管課又は副専攻運営部門を通じて

確認書を受けた担当教員は、確認書により、所管課又は副専攻運営部門を通じて、当

該学生に確認結果を回答するものとする。 

４ 前項の回答については、担当教員の判断により、直接、当該学生に確認結果を回答

することができるものとする。この場合において、担当教員は、回答内容及び回答日

を所管課又は副専攻運営部門に通知しなければならない。 

(確認依頼受付期間) 

第４条 前条第１項による確認依頼の受付期間は、成績公開日から原則として７日以

内(日曜日及び土曜日並びに国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に

(成績評価の厳格化) 

第 9 条 ＧＰＡ制度が的確に運用されるよう、学部等は、授業科目の適切な成績評価の

推進について、組織的な取り組みに努めるものとする。 

 

(雑則) 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、ＧＰＡ制度に関し必要な事項は、高等教育推

進機構全学教育推進会議の議を経て、教育研究審議会が別に定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

１ この要綱は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

(経過措置) 

２ 平成 30 年度以前の入学生は、なお従前の例による。 

附 則 

この要綱は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年 4 月 1 日から施行する。 
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規定する休日及び 12 月 29 日から翌年１月３日までの日を除く。以下次項、第５

条第１項、第７条及び第９条において同じ。)とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、当該学期に学部等の卒業又は修了判定対象者であり、確

認を行おうとする成績が学部等の卒業又は修了判定に関わる場合及び３月１日以降

に開示された成績に対する確認の場合の受付期間は、成績公開日から原則として３日

以内とする。 

(確認に伴う措置) 

第５条 第３条第１項による確認依頼を受けた担当教員は、学生からの確認依頼があっ

た日又は所管課を通じて確認書を受理した日から原則として７日以内に確認結果を

回答するものとする。ただし、前条第２項に規定する場合の確認依頼にあっては、原

則として３日以内に確認結果を回答するものとする。 

２ 前項の回答に当たっては、担当教員は、確認結果に基づき、成績について変更する

措置を採ることができる。この場合において、担当教員は、当該措置の内容及びその

理由を記録するとともに、 所管課又は副専攻運営部門に報告しなければならない。 

(不服申立て) 

第６条 学生は、第３条により成績に対する確認を行った結果、次の各号に掲げる事

案の解決が得られなかった場合に限り、不服申立てができるものとする。 

(１) 成績の誤記入等、明らかに担当教員の誤りであると思われる事案 

(２) シラバスや授業時間内での指示等により周知している成績評価の方法から明らか 

に逸脱した評価であると思われる事案 

(３) 担当教員から十分な説明等の対応がなかった事案 

２ 学生は、前項の不服申立てを行う場合は、次の各号のとおり「成績に対する不服申

立書」(以下 「不服申立書」という。)を提出するものとする。 

(１) 専門基礎科目(専門関連科目)、専門教育科目及び大学院科目 

所管課を通じて、所属する学部等の長(以下「部局長」という。)に対し提出 

(２) 全学共通科目及び教職課程科目 

所管課を通じて、高等教育推進機構長に対し提出 

(３) 副専攻科目 

副専攻運営部門を通じて、履修する副専攻運営部門の長(以下「副専攻運営部門長」

という。)に対し提出 

(不服申立て受付期間) 

第７条 前条による不服申立ての受付期間は、当該学生が第３条による回答を受理した

日から原則として３日以内とする。 
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(審査) 

第８条 部局長、高等教育推進機構長及び副専攻運営部門長(以下「部局長等」とい

う。)は、第６条第２項よる不服申立書を受理した場合は、速やかに当該不服申立て

の審査を行うものとする。 ただし、不服申立書が第６条第１項に該当しないとき

は、不服申立てを却下することができるものとする。この場合において、所管課及

び副専攻運営部門を通じて、速やかに当該学生に「成績に対する不服申立却下通知

書」(以下「却下通知書」という。)により通知するものとする。 

２ 前項の審査方法は、部局長等が別に定めるものとする。 

(審査結果の報告及び対応) 

第９条 部局長等は、前条の審査結果について、当該学生及び担当教員に対し、前条第

１項の不服申立書を受理した日から 14 日以内に、所管課又は副専攻運営部門を通

じて、「成績に対する不服申立回答書」(以下「不服申立回答書」という。)により、

文書で通知する。この場合において、不服申立てを容認する結果であった場合は、担

当教員に成績を変更する措置を行わせるものとする。 

２ 前項の通知は、当該学生又は当該担当教員が希望した場合は、電子媒体によって通

知することができるものとする。 

(再審の不可) 

第 10 条 学生は、前条第１項の不服申立回答書及び第８条第１項の却下通知書に該当

する科目については、再度の不服申立てができないものとする。 

 

(雑則) 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年 11 月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和７年 12 月 19 日から施行する。 

 

規定する休日及び 12 月 29 日から翌年１月３日までの日を除く。以下次項、第５

条第１項、第７条及び第９条において同じ。)とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、当該学期に学部等の卒業又は修了判定対象者であり、確

認を行おうとする成績が学部等の卒業又は修了判定に関わる場合及び３月１日以降

に開示された成績に対する確認の場合の受付期間は、成績公開日から原則として３日

以内とする。 

(確認に伴う措置) 

第５条 第３条第１項による確認依頼を受けた担当教員は、学生からの確認依頼があっ

た日又は所管課を通じて確認書を受理した日から原則として７日以内に確認結果を

回答するものとする。ただし、前条第２項に規定する場合の確認依頼にあっては、原

則として３日以内に確認結果を回答するものとする。 

２ 前項の回答に当たっては、担当教員は、確認結果に基づき、成績について変更する

措置を採ることができる。この場合において、担当教員は、当該措置の内容及びその

理由を記録するとともに、 所管課又は副専攻運営部門に報告しなければならない。 

(不服申立て) 

第６条 学生は、第３条により成績に対する確認を行った結果、次の各号に掲げる事

案の解決が得られなかった場合に限り、不服申立てができるものとする。 

(１) 成績の誤記入等、明らかに担当教員の誤りであると思われる事案 

(２) シラバスや授業時間内での指示等により周知している成績評価の方法から明らか 

に逸脱した評価であると思われる事案 

(３) 担当教員から十分な説明等の対応がなかった事案 

２ 学生は、前項の不服申立てを行う場合は、次の各号のとおり「成績に対する不服申

立書」(以下 「不服申立書」という。)を提出するものとする。 

(１) 専門基礎科目(専門関連科目)、専門教育科目及び大学院科目 

所管課を通じて、所属する学部等の長(以下「部局長」という。)に対し提出 

(２) 全学共通科目及び教職課程科目 

所管課を通じて、高等教育推進機構長に対し提出 

(３) 副専攻科目 

副専攻運営部門を通じて、履修する副専攻運営部門の長(以下「副専攻運営部門長」

という。)に対し提出 

(不服申立て受付期間) 

第７条 前条による不服申立ての受付期間は、当該学生が第３条による回答を受理した

日から原則として３日以内とする。 
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10．全学共通科目及び教職課程科目に係る成績に 

対する確認及び不服申立てに関する取扱 

 

（趣旨） 

第１条 この取扱は、成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱（以下「要綱」という。）

第８条第２項に基づき、全学共通科目及び教職課程科目の成績に対する不服申立ての審

査に関し、必要な事項を定める。 

 

（周知） 

第２条 各学部は、要綱第２条に基づき、本取扱について、履修の手引き及び講義要目等に

より学生に周知するものとする。 

 

（確認・審査） 

第３条 学部の学務所管課（以下「所管課」という。）は、要綱第６条に基づく不服申立書

を受理した場合は、速やかに、教養教育推進会議東地区及び西地区ワーキンググループ座

長（以下「東西 WG座長」という。）に当該不服申立書を提出するものとする。 

２ 東西 WG 座長は、前項の不服申立書受理後速やかに、WG委員の中から審査に関わる委員

（以下「審査委員」という。）を指定し、不服申立書の内容確認及び審査を行うものとす

る。 

３ 第１項の不服申立書の学生及び担当教員は、東西 WG 座長から成績に関する内容確認依

頼等があった場合は、真摯に対応しなければならないものとする。 

４ 東西 WG 座長は、第２項の審査結果について、当該不服申立書を受理した日から原則と

して９日以内（日曜日及び土曜日並びに国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178

号）に規定する休日及び 12 月 29 日から翌年１月３日までの日を除く。以下次項及び第

４条において同じ。）に高等教育推進機構長へ報告するものとする。 

５ 前項の規定にかかわらず、東西 WG座長は、第２項の審査結果により、当該不服申立て

が不服申立て事案に該当しないと判断した場合は、当該不服申立書を受理した日から原

則として２日以内に高等教育推進機構長へ報告するものとする。 

 

（決定・通知） 

第４条 高等教育推進機構長は、前条第４項及び第５項の審査結果を受理した場合には、原

則として受理した日から３日以内に高等教育推進機構運営委員会を招集し、調査結果を

審議・議決する。 

２ 高等教育推進機構運営委員会の委員のうち、前条第２項の審査に関係したものについ

ては、前項の議決権を有さないものとする。 

３ 東西 WG 座長は、前条第４項にかかる審議・議決について、第３条第１項の所管課に対

し、要綱第９条第１項の期限までに成績に対する不服申立回答書を提出するものとする。 
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４ 東西 WG 座長は、前条第５項にかかる審議・議決について、第３条第１項の所管課に対

し、当該議決後２日以内に成績に対する不服申立却下通知書を提出するものとする。 

 

（所管部署） 

第５条 この取扱は、本部事務局教育企画部教育改革課が所管する。 

 

附 則 

この取扱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この取扱は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

10．全学共通科目及び教職課程科目に係る成績に 

対する確認及び不服申立てに関する取扱 

 

（趣旨） 

第１条 この取扱は、成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱（以下「要綱」という。）

第８条第２項に基づき、全学共通科目及び教職課程科目の成績に対する不服申立ての審

査に関し、必要な事項を定める。 

 

（周知） 

第２条 各学部は、要綱第２条に基づき、本取扱について、履修の手引き及び講義要目等に

より学生に周知するものとする。 

 

（確認・審査） 

第３条 学部の学務所管課（以下「所管課」という。）は、要綱第６条に基づく不服申立書

を受理した場合は、速やかに、教養教育推進会議東地区及び西地区ワーキンググループ座

長（以下「東西 WG座長」という。）に当該不服申立書を提出するものとする。 

２ 東西 WG 座長は、前項の不服申立書受理後速やかに、WG委員の中から審査に関わる委員

（以下「審査委員」という。）を指定し、不服申立書の内容確認及び審査を行うものとす

る。 

３ 第１項の不服申立書の学生及び担当教員は、東西 WG 座長から成績に関する内容確認依

頼等があった場合は、真摯に対応しなければならないものとする。 

４ 東西 WG 座長は、第２項の審査結果について、当該不服申立書を受理した日から原則と

して９日以内（日曜日及び土曜日並びに国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178

号）に規定する休日及び 12 月 29 日から翌年１月３日までの日を除く。以下次項及び第

４条において同じ。）に高等教育推進機構長へ報告するものとする。 

５ 前項の規定にかかわらず、東西 WG座長は、第２項の審査結果により、当該不服申立て

が不服申立て事案に該当しないと判断した場合は、当該不服申立書を受理した日から原

則として２日以内に高等教育推進機構長へ報告するものとする。 

 

（決定・通知） 

第４条 高等教育推進機構長は、前条第４項及び第５項の審査結果を受理した場合には、原

則として受理した日から３日以内に高等教育推進機構運営委員会を招集し、調査結果を

審議・議決する。 

２ 高等教育推進機構運営委員会の委員のうち、前条第２項の審査に関係したものについ

ては、前項の議決権を有さないものとする。 

３ 東西 WG 座長は、前条第４項にかかる審議・議決について、第３条第１項の所管課に対

し、要綱第９条第１項の期限までに成績に対する不服申立回答書を提出するものとする。 
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11．理学部の専門科目及び理学研究科で履修する科目の成績に対する不服申立てに関する取扱 

 

（趣旨） 

第１条 この取扱は、成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱（以下「要綱」という。）

第８条第２項に基づき、学部の専門基礎科目、専門教育科目および大学院で履修する科目の成

績に対する不服申立ての審査に関し、必要な事項を定める。 

 

（周知） 

第２条 各学部は、要綱第２条に基づき、本取扱について、履修の手引き及び講義要目等により

学生に周知するものとする。 

 

（確認・審査） 

第３条 学部の学務所管課（以下「所管課」という。）は、要綱第６条に基づく不服申立書を受

理した場合は、速やかに、教務委員長に当該不服申立書を提出するものとする。 

２ 不服申立ての受付期間は、当該学生が要綱第３条による回答を受理した日から原則として

３日以内とする。 

３ 教務委員長は、前項の不服申立書受理後速やかに、教務委員の中から審査に関わる委員を指

定し、不服申立書の内容確認及び審査を行うものとする。 

４ 第１項の不服申立書の学生及び担当教員は、教務委員長から成績に関する内容確認依頼等

があった場合は、真摯に対応しなければならないものとする。 

５ 教務委員長は、前項の審査結果により、当該不服申立てが不服申立て事案に該当しないと判

断した場合は、当該不服申立書を受理した日から原則として３日以内に所管課を通じて、当該

学生に「成績に対する不服申し立て却下通知書」により通知するものとする。 

（決定・通知） 

第４条 教務委員長は、前条第３項にかかる審議・議決について、第３条第１項の所管課に対し、

要綱９条第１項の期限までに成績評価に対する不服申立て回答書を提出するものとする。 

 

（所管部署） 

第５条 この取扱は、播磨理学キャンパス学務課が所管する。 

 

附則 

この取扱は、令和３年４月１日から施行する。 
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11．理学部の専門科目及び理学研究科で履修する科目の成績に対する不服申立てに関する取扱 

 

（趣旨） 

第１条 この取扱は、成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱（以下「要綱」という。）

第８条第２項に基づき、学部の専門基礎科目、専門教育科目および大学院で履修する科目の成

績に対する不服申立ての審査に関し、必要な事項を定める。 

 

（周知） 

第２条 各学部は、要綱第２条に基づき、本取扱について、履修の手引き及び講義要目等により

学生に周知するものとする。 

 

（確認・審査） 

第３条 学部の学務所管課（以下「所管課」という。）は、要綱第６条に基づく不服申立書を受

理した場合は、速やかに、教務委員長に当該不服申立書を提出するものとする。 

２ 不服申立ての受付期間は、当該学生が要綱第３条による回答を受理した日から原則として

３日以内とする。 

３ 教務委員長は、前項の不服申立書受理後速やかに、教務委員の中から審査に関わる委員を指

定し、不服申立書の内容確認及び審査を行うものとする。 

４ 第１項の不服申立書の学生及び担当教員は、教務委員長から成績に関する内容確認依頼等

があった場合は、真摯に対応しなければならないものとする。 

５ 教務委員長は、前項の審査結果により、当該不服申立てが不服申立て事案に該当しないと判

断した場合は、当該不服申立書を受理した日から原則として３日以内に所管課を通じて、当該

学生に「成績に対する不服申し立て却下通知書」により通知するものとする。 

（決定・通知） 

第４条 教務委員長は、前条第３項にかかる審議・議決について、第３条第１項の所管課に対し、

要綱９条第１項の期限までに成績評価に対する不服申立て回答書を提出するものとする。 

 

（所管部署） 

第５条 この取扱は、播磨理学キャンパス学務課が所管する。 

 

附則 

この取扱は、令和３年４月１日から施行する。 
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